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序 文

熊本県教育委員会では、 建設省の委託により、 平成3年度から7年度にか

けて、 一般国道3号熊本北バイパス改築事業地内に所在する3遺跡の埋蔵文

化財発掘調査を実施いたしましたが、 このうち迫ノ上遺跡の出土資料の整理

が終わり、 報告書を出版する運びとなりました。

迫ノ上遺跡の発掘調査は、 平成3 ・ 4年度、 6年度、 7年度の3次にわた

って実施し、 縄文時代、 古墳時代を中心とする多数の遺構・遺物が出土いた

しました。 中でも古墳時代の3つの炉をもっ大型住居跡や、 かまど付きの住

居跡群は、 この時代の熊本周辺の人々の生活を知るうえで、 大変貴重な資料

となると思われます。

この報告書が、 埋蔵文化財の保護に対する認識と理解を深め、 さらには学

術研究の進展にいささかでも寄与するところがあれば、 まことに喜びに堪え

ません。

なお、 本調査を実施するにあたり、 文化財保護の観点から多大の御協力を

惜しまれなかった建設省九州地方建設局熊本工事事務所、 ならびに御指導御

助言をいただきました諸先生方に深く感謝申し上げます。

平成11年3月31日

熊本県教育委員会

教育長 佐々木正典



例 言
1 本書は、 一 般国道 3 号熊本北 ノfイパス改築事業に 関連 し て 、 平成 3年度か ら 7 年度 に か

け て 実施 し た熊本市龍 田 町上 立聞に 所在する 「迫ノ 上 遺跡 」の埋蔵文化財発掘調査報告書

で あ る 。

2 調査は、 建設 省九州地方建設 局熊本工事事 務所の 委託を 受 け て 、 熊本県 教育委員会が行

っ た。

3 現地で の 発掘調査は、 平成 3 年度か ら 7 年度 に か け て 、 長谷部 善一、 磯野雄 二、 西住 欣

一郎、 演田 彰久、 池本利 直、 長 尾至明、 岡本勇人、 三 好伴典、 田 中 康雄、 山 田 大 輔が行 っ

た。

4 遺物の整理お よ び本書の編集は、 平成 8 年度 に熊本県文化財 収蔵 庫で 実施 し 、 積田 、 赤

坂 希、 知 名 石 揚子が主に こ れ に あ た っ た。 遺物実測お よ び製 図 は 、 演目、 赤坂、 知 名石、

池 田 由 希子 、 水本佳子が行 っ た 。 ま た 、 土器実測の 一部 に つ い て は 、 ( 有 ) 埋蔵文化財サ

ポ ー ト シ ステム に 委託した。

5 本書に使用 し た 挿図 の う ち 、 第 1 図 については、 建設 省熊本工事事 務所か ら 提供を 受 け

た も の を基礎に し た。 ま た、 第 2 図 お よ び第 2 、 3 表は、 国土地理 院発行の 2 万 5 千分の

1 地形図 を使用 し 、 「熊本県 遺跡地図 」を も と に作成 した。

6 本書の 執筆は熊本県文化財 収蔵 庫において、 潰田 が 行 っ た。

7 遺物の写真撮影は、 熊本県文化財 収蔵 庫において、 今村龍 太郎が行 っ た。

8 整理後の遺物は、 熊本県文化財 収蔵 庫 ( 熊本市渡鹿3 丁 目 15 - 12 ) に 保管さ れて い る 。

凡 例
1 本書に 示し た方位は、 第 1 、 2 図 を除き 、 すベて磁北で あ る 。

2 遺構の 実測図 は以下の 縮尺で掲載 した。

埋蜜 ・ 集石 …20分の l 竪穴住居跡 ・ 掘 立柱建物跡 …60分の 1

3 遺構に お け る 高度 は 、 海抜高で あ る 。

4 遺構の 深 さ で 特 に 断 り の な い も の は 、 検出面か ら の深 さ で ある 。

5 遺物の実測図 は以下の 縮尺で掲載 した。

縄文土器 …2 分の l 、 第16図 のみ 3 分の 1 古墳 ・ 歴史時代土器 ..3 分の 1

石 器・・・原 則と し て 原 寸大、 第26、 29、 30図 は 2 分の 1、 第31、 32図 は4 分の l 、 第33

""' 35図 は 3 分の 1 、 第39図 139は 3 分の 2

6 出 土遺物観察表 に お け る 計測値 は現存値で あ る が、 土器の 口 底径 に つ い て は復原値 を 示

した。
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図版22 出土縄文石器(41'"'-'47) 

図版23 出土縄文石器(48'"'-'66)

図版24 出土縄文石器(67'"'-'79)

図版25 出土縄文石器(80'"'-'87)

図版26 出土縄文石器(88'"'-'101)

図版27 出土縄文石器(102'"'-'107)、 出土縄文石器(108'"'-'115) 

図版28 出土縄文石器(116'"'-'132)

図版29 出土縄文石器(133'"'-'143)

図版30 住居跡出土土器(1'"'-'15) 

図版31 住居跡出土土器(11、 12、 16'"'-'18) 

図版32 住居跡出土土器(19'"'-'33)

図版33 住居跡出土土器(34'"'-'41 ) 

図版34 住居跡出土土器(42'"'-'51) 

図版35 住居跡出土土器(52'"'-'63)

図版36 住居跡出土土器(64'"'-'67)

図版37 出土土師器( 1 '"'-'7、 9、 10)

図版38 出土土師器(8、 11'"'-' 13) 

図版39 出土土師器(14'"'-'23)

図版40 出土土師器(24'"'-'30)、 かまど支柱

図版41 出土砥石、 出土鉄器、 紡錘車、 玉類

図版42 出土歴史時代土器
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第I章 序 説

第1節 調査に到る経緯

1 調査に到る経緯

昭和47年度、 建設 省九州地方建設 局熊本 工事事 務所か ら 、 松橋バイ パスや玉名バイ パ ス と 共 に 、 熊本北バ

イ パ ス の路線について、 分 布調査の 依頼が あ っ た。 依頼を受けた熊本県 教育庁文化 課で は、 3 路線の 踏査 を

行い、 松橋バイ パ ス 9 ヶ所、 玉 名 バイ パ ス 12 ヶ所、 熊本北バイ パ ス に つ い て は 、 下記の 「熊本北バイ パ ス 関

係埋蔵文化財一 覧表J ( 第 1 表 ) の 12 ヶ所を確認 して、 熊本工事事 務所に 報告 し た。

こ の う ち 、 第 4 工区 に あ た る 西谷 遺跡 ・ 上西原遺跡 ( 新南部 遺跡 群の 一部 ) は 昭和58'"'-'60年度、 竜田 陳内

遺跡 ( 調査時に 竜田 陳内 南遺跡 を改称 ) は 昭和61年度 にそれぞれ発 掘調査を実施 し 、 平成 3 年に 供用 が開 始

さ れた。

ま た、 竜田 陳内北遺跡、 緑 ケ丘遺跡、 緑 ケ丘山 ノ 神遺跡については、 確認調査 を 行 っ た が、 遺構、 遺物等

は検出 さ れな か っ た。

平成 2 年、 熊本 工事事 務所と 県文化 課の協議の結果、 第 3 工区の施 工に 伴い、 区 内 に 存在す る 庵 ノ 前遺跡、

迫ノ 上遺跡、 お よ び 試掘調査 に よ り 新た に確認 さ れた古 閑山遺跡 ( 調査後 に 山 ノ 神遺跡 を 改称 ) の 3 か 所を

対 象に発 掘調査を 実施す る こ と が 決ま り 、 平成 3 年度か ら 7 年度 に か け て 、 発 掘調査が実施 さ れた。

迫 ノ 上遺跡の 発掘調査は、 道路用地の 買収状況や 工事の 進捗状況等に応 じ て 、 平成 3 年11 月か ら 平成 4 年

6 月、 平成 6 年 4 月か ら 9 月、 平成 7 年 6 月の 3 次に わた っ て行 っ た。 こ の う ち 、 平成 3 、 4 年度調査は 学

芸員長谷部 善一、 平成 6 、 7 年度調査は文化財 保護主事 演田 彰久がそれぞれ主査 と し て 担当 し た。

なお、 平成 6 年10 月に 麻生田 包 含地の確認調査を実施 したが、 遺構 ・ 遺物等は確 認、さ れな か っ た た め、 熊

本 工事事 務所に 発 掘調査は不要で あ る と の通 知をお こ な っ た。

ま た、 迫 ノ 上遺跡の整理及び報告書作成作業 は、 平成 8 年度 に 演田 を主査 と し て 、 熊本県文化財 収蔵 庫に

おいて行 っ た。

第 1 表 熊本北バイパス関係埋蔵文化財一覧表

遺 跡 名 面積( rrl) 所 在 地 時 代 内 廿"'" 等
四方寄御馬下遺跡 17，500 北部町四方寄御馬下 縄文、 古墳 縄文時代、 古墳時代の住居跡

鶴 羽 田 横 穴 群 3，600 北部町鶴羽田 古漬 古墳時代後期の横穴群

天正年問、 菊池氏一族の須屋市蔵の居館
須 屋 城 跡 11，500 西合志町須屋 中世 跡と伝えられる。

濠、 土塁に固まれた要害である。

新 地 包 含 地 19，400 熊本市清水町新地 弥生、 古代、 中世 弥生、 古代、 中世の集落跡

麻 生 田包含地 6，100 熊本市清水町麻生田 弥生、 古墳 弥生、 古墳時代の集落跡、 蜜棺遺跡

機木庵ノ 前遺 跡 10，900 熊本市清水町稔木 縄文、 弥生 縄文時代の集落跡
弥生時代の褒棺遺跡

迫 ノ 上 遺 跡 18，500 熊本市龍田町上 立田 縄文、 弥生 縄文時代の集落跡
弥生時代の集落、 斐棺遺跡

緑ケ丘山ノ神遺跡 5，400 熊本市龍田町上立回 縄文 縄文時代の集落跡

緑 ケ 丘 遺 跡 14，000 熊本市龍田町上 立田 縄文、 古墳、 古代 縄文時代、 古墳時代の集落跡
古代の窯跡群

竜田陳内北遺跡 6，600 熊本市龍田町陳内 縄文、 古墳 縄文時代、 古墳時代の集落跡

竜田陳 内南遺跡 10，500 熊本市龍田町陳内 縄文、 古墳 縄文時代、 古漬時代の集落跡

新 南 部 遺 跡 9，200 熊本市新南部町 縄文~奈良 縄文、 弥生、 古墳時代の集落跡、 弥生時
代の蜜棺遺跡の他、 奈良時代の寺院跡 | 
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第1節 調査に到る経緯

2 調査組織

調査主体 熊本県 教育委員会

調査 責任者 大塚 正信 ( 平成 3 、 4 年度主 席教育審議員・ 文化 課長 )

桑山 裕好 ( 平成 6 - 8 年度文化 課長 )

調査 総指 松本 健郎 ( 主 幹・ 文化財調査第 二係長 )

調査 担当 ( 平成 3 、 4 年度 ) 長谷 部善一、 磯野 雄 二、 西住 欣一 郎、 長 尾 至明、 岡本 勇人

( 平成 5、 6 年度 ) 横田 彰久、 池本 利直、 三 好 伴典、 田中 康雄、 山田 大輔

報告書 担当 積田 彰久、 赤坂 希、 地田由希子、 知名石 揚子、 水本 佳子

第2節 遺跡の概要と環境

1 遺跡の概要と地理的環境 ( 第 1 図 )

迫ノ 上 遺跡は、 白 川北 岸に 展開す る合志台地の西端 に あ る立 田山山系 の 一 部に あ た る天拝山の 南東側、 標

高80-90 mの 緩やか な 斜面上に位置す る。 こ の あ た り の 丘陵地帯は、 戦後開 拓されて 「緑ケ丘」 と よばれ る

よう に な ったが、 こ の 全域にわ た って、 旧石器時代か ら 奈良・ 平 安時代に 至る各種各様の 遺 物が 散布し てお

り 、 一大遺跡群を形成 し て い る。 迫ノ 上 遺跡は、 こ の遺跡群 を形成す る遺跡の 1 つで 、 遺跡名 は所在地の小

字名 より 採ら れ て い る。

昭和35年 に は、 農作業 中 に 人骨を 伴う 蜜 棺が発 見され、 熊本 市立博 物館に より 緊急調査が行われて い る。

こ の と き 出土 し た 蜜 棺は須玖式の 合 口 蛮棺で あ り 、 上 棺は平底か ら 大 き く外反 し た 胴部を 持つ 鉢形土器、 下

棺は 胴部中 央に最大径 を 持ち 、 断面三角 形の突帯 2 条を 持つ大型の蜜型土器で あ った。 ま た、 人骨は、 頭 骨、

下 顎骨、 大 腿骨、 骨盤な ど が 出 土 し た。 現在、 蜜 棺は熊本 市立博 物館、 人骨は熊本大 学 医学 部第 二解剖学 教

室に 保管され てい る。

ま た、 近接す る天拝山A遺跡か ら は、 旧石器時代に 属す る安山岩製の 尖頭器の ほか、 縄文時代 早期か ら 晩

期の 土器が 採集 されて い る。

遺跡北側の 尾根上 に は古閑 山遺跡が 広が る。 両 遺跡の 聞 に は小 さな谷があ り 、 一 部を 堰き 止め て 、 糟瓶用

の 溜池が造 ら れ て い る。 ま た、 遺跡の 東側 に は 迫集落が位置す る。 一方、 遺跡付近 を谷頭 と し て 、 南方 向 の

龍 田町陳内方面 に 聞 け る谷があ り 、 こ の谷に 沿う 形で熊本北バイ パ ス の 予定路線が設定 され て い る。

こ の一帯は、 表土が 保水性の 悪い火山灰 堆積層で あ るた め 、 ゴ ボ ウ やニ ン ジン 、 サツマイモな ど を主 と す

る畑作や 栗な ど の 果樹園芸作物の 栽培が行われて い るが、 昭和40年 頃か ら 、 周囲の 楠、 武蔵ヶ丘な ど に 大型

の 住 宅団地が造成 され るな ど 、 周辺の 宅地開発が 相次ぎ、 急速な 市街地化が 進ん で い る。 平成10 年度 に 予定

されるバイ パ ス の 供用開始に よって 、 市街地 化は一 層進み、 周辺の 環境も大 き く変わって い くもの と 思 われ

る。
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第1図 迫ノ上遺跡調査区位置図
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第2節 遺跡の概要と環境

2 歴史的環境

迫ノ 上遺跡の周辺 に は、 各時代の遺跡が集 中 的に分 布してお り 、 熊本 市内 で も有数の遺跡群を形成 し て い

る 。 詳 し く は 「熊本北バイ パ ス 周辺文化財分 布図J ( 第 2 図 ) 及び 「熊本北バイ パ ス 周辺文化財一 覧表J ( 第

2 、 3 表 ) に ま と めたが、 こ こ で は周辺の主な遺跡について、 簡単に ま と めてみたい。

(1 ) 旧石器時代

熊本地方 に お け る 歴史上の最初の痕跡で あ る 旧石器時代の遺跡で あ る が、 最近で は発 見さ れ る 遺跡数 も増

加 し、 次第 に こ の 時代の文化の 様相が明 ら か に さ れつつあ る 。 天拝山 A遺跡か ら は 安山岩製の 尖頭器、 織木

遺跡か ら は黒曜石製の細石 核、 庵 ノ 前遺跡 と 竜田 陳内 遺跡か ら は三稜 尖頭器、 さ ら に 、 清水町谷 口 遺跡か ら

は ナイフ形石器が出 土 し て い る 。 ま た、 国体主 会場 予定地で あ る 熊本 市平 山 町の石の本遺跡か ら は約22 .000

年前の 火 山灰 堆積層で あ る 「姶良・ 丹沢 ( AT) 層」 の下 に あ た る 赤褐色土層か ら 局部磨製石斧や 剥片石器

な ど の石器が出 土 し 、 熊本のみな ら ず九州で も最 も古い段 階の石器群 と し て 注目 さ れて い る 。

(2 ) 縄文時代

白 川両 岸の 河岸段 丘を 中 心 に 遺跡が点在 し て い る 。 一 般に は 丘陵地で傾 斜の あ る 地形が多い北 岸よ り 、 平

坦な 南岸の 方 に大規模な遺跡が立地 し てお り 、 縄文早~ 晩 期にわた る 多量の土器が 採集 さ れた新 南部遺跡群、

縄文後 期の 土器や土 偶が多数出土 し た 上 南部遺跡、 鐘崎式土器な どが出土 し た渡鹿貝塚、 後 期中 葉の 北久 根

山式土器が 出 土 し、 その標識遺跡 と な っ た北久 根山遺跡な ど が代表 的な 遺跡 と し て あ げ ら れ る 。

一方、 北 岸で は、 縄文早~ 晩 期に わ た る 各種の土器を出土 し た カ プ ト 山遺跡や、 縄文前 期の 曽畑式土器が

多数出土 し た 竜田 陳内 遺跡、 縄文 晩 期の土器、 土 偶、 配石 遺構等が確認 さ れた 竹ノ 後 遺跡が 著名で あ る 。

(3 ) 弥生時代

弥生時代の遺跡は、 立 田 山周辺 を 中 心に多数分 布し て い る 。 特に蜜 棺遺跡は黒 髪式土器の標識と な っ た黒

髪町遺跡群 を は じ め 、 清水町遺跡群や、 竹ノ 後遺跡、 中 牧鶴遺跡な ど 、 熊本 市内で も有数の分 布を 示し て い

る 。 迫ノ 上遺跡の周辺で は平成 5年に調査 さ れ、 人骨の残る 須玖式の 合 口 蜜 棺が出土 した庵ノ 前遺跡や、 楠

木 遺跡があ り 、 岩 倉山で も、 住 宅団地造成の 際に 多 く の蜜 棺が出土 し て い る 。

住居跡 を 伴う 遺跡で は、 白 川南岸の 西谷遺跡で 中 ・ 後 期の住居跡や磨製石 鎌、 鉄器な ど 、 下 南部遺跡で後

期の住居跡や磨製石 鎌、 石包丁な ど がそれぞれ出土 し て い る 。 ま た、 県 運動公園建設の 際に調査が行われた

石原 亀の 甲 遺跡か ら は後 期を 中心 と す る 集落の跡が確認 さ れ、 銅鏡や土器、 石器な ど 多 く の遺物が出土 し て

い る 。

(4 ) 古墳時代

古 墳時 代にな ると 、 立 田 山 一帯で も、 万石茶山古 墳や立 田 山 南麓古 墳な どの古 墳が 築かれてい る が、 その

一方で、 膨大な数の横穴群が立 田 山 麓か ら 白 川北 岸にか け て 築かれて い る 。 こ れは、 比較的加工 しやすい 凝

灰岩の 崖面が立 回山周辺 に 多 く 存在す る た めで、 字留毛小 碩橋際横穴群や浦山横穴群な ど 、 一大横穴群地帯

を形成 し て い る 。 特につつ じ ケ丘横穴群は 墓前 祭把の 様子がわか る 好資料と し て 注目 さ れ、 県 指定文化財に

な っ て い る 。

ま た、 集落関係で は 迫ノ 上遺跡の他に下 南部遺跡 や竜田 陳内 遺跡な ど で か ま どの付いた住居跡が確認 さ れ

て い る 。
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第2節 遺跡の概要と環境

第2表 熊本北バイパス周辺文化財分布図(1 ) 
市町村 .号 遺跡名 所在地

隈本市 'LI庵ノ前 綱本町兎符， 館町町上立回ほか

91.古関山 園田町上立田

""迫ノ上 箇関町上立闘

..四方" 四方寄町

印韓ヶ辻峨跡 闘方寄町

51四方寄御凪下 四方寄町

52栂高下の角小国 四方響町

臼四方寄六地鼠・鹿市構 四方寄町

"辻楓穴窃 四方寄町

前璃田遺跡醇 四方寄町. 需ßI1'21"目、 大竃lTU

611'"水町遺跡" 山富2-6TU . 八'"ホ替1丁 目 .

大宮l'3-5T U

68110玉 山富1丁目 値王町ほか

泊大局居遺跡" 大島崎町， 揖尾町ほか

74健局舗穴11 健局町

花健局遺跡欝 偏尾町

指縄尾古国軍ー古回融 縄幡町

η 健局立Jf 縄尾町

市鶴羽田(舗I!耳..v外] 舗羽関町

7宮崎羽聞かぶと噂古塙 ..羽岡町

.，竹の下横穴聞 崎 明倒町

81 山聞畑崎明日1町

B2羽岡 崎明闘町

包亀井遺"" 楠本亀井町

..万石岡和団地 前 清水万石5TU. 情本町兎谷

851.木 椅水町鎗本

..岩倉山中臨 楠本町兎骨

..岩倉山山市 楠本町兎持

8B皆倉山 捕水町兎鯵

0111庖 踊3TU

.，量ノ前遺障脚 摘水町也本ー 簡岡町上立国ほか

92迫ノ上遺跡醇 阻岡町上立回・陣内

錨笹町舗 自岡町よ立'"

制吉ノ平 薗田町よ立回

95竹ノ11.芭剥遺跡陣 簡岡町よ立悶・弓削

1図上院.. よ陶幌町

22s池田山伏場遺跡帥 柏田2・3丁目. 高平1丁目、 埠楠町

226山伏忽 池田2 TU

z27衡平箱式石箱 高平2T日

Z沼永補遺..11 打鎗'"

229稲荷山古珊 打鍾町

231韓請ーノ笹慣穴回 2・楠町

232ーノ谷 機浦町

詞3稗岡横穴騨 縄問町ー 障措町

お41." 機緬町

235舟塩山吉摘 2・泊町

".打II遺跡隣 打健町

237釘組員.. 打鍾町

239寺耳慣穴僻 京町2包丁・:rru‘ 直1111・z丁目ほか

241伝大道帯遺跡騨 京町2TU

'42内 坪井 内陣井町. 盛/IIl-r目

243安元元年宣崎健塔身 坪井4TU

安元元年笠1110 坪井4TU

24411l目散石内岬井'"居 内保3幸町

'4 5蔭圏中学位根底 千頭縫町

Z絹飽本様..遺跡" 本丸. 三の丸， 宵内‘ 古場町‘

古車町ー 千蝿埴町ほか

'47繍本域.. 本丸幅 二の丸司 宮内、 古峰町、

省京町、 乎爺峰町ほか

部2小泉八雷同本!日悶 安政'"

269 吉国崎町 桐ホ亀井町‘ 楠木本町ほか

Z拘靖木町谷口 清水万石4丁目

訂l万石軍坊主古坦静 清水万石4丁目

幻2 峰崎遺跡" 潮水本町‘ 用水万石3丁目ほか

2731�崎八幡籍式石総 清水本町

'74童図 童図町

275凪盤町下立回遺跡群 凪量4・5"丁目

訂'61..守但川草葺珊・盛園 品量4丁目

ml，NEIo 111.3-5'丁目

278鳳量町遺跡開 凪量1-3丁目

訂曹!日鮪五商都中学技率闘 凪昼2丁目

-化事実.掴 虫門
28J子飼 子飼本町
調1大江白川 大III丁 目
2B211野..1It 車時E量1 - 3T日

2聞大江遺跡群 大江2-6丁目‘ 斬大江1・'T日‘

大江本町‘ 九品咋2-4T目‘

白山3 TU. 1!IBU-4了日ほか

副大江畠勘跡{旧也富由} 大江4丁目

却4天開山 町田町上立問

時代 8・捌 術� 旧遺 跡 名

!日石錫~古墳 包a地

l白石島~古繍 包息地

回文~古均値 包血崎

縄文 包a地 村上国敵毎回

..俊 >t 
縄文 包趨地

江戸 趨造物 111 
命館 石造物 市

吉積 古繍

縄文-oj>俊 包.. 地 飛岡惜の木ー飛悶上ノ...最回聾山車古嶋

縄文~中世 包鼠地 崎山A-C'山富A・山量打出{山宣地図』回融ー八畳水谷ー

八鼠水谷聖幡野ー山章旗..1It阿弥陀貧富司

縄文~平安 包蔵地 纏王寺跡，檀王骨盤犠碍

蝿文~中置 包縁組 大島居・井出回開肩書考地

古欄 省繍

弥生 包疎地 甲佐大明神遺跡

縄文~中世 包疎地 縄尾谷山お宮鹿島.. 

縄文~中世 包島地

縄文~古繍 包陣地

古繍 古峨

古繍 省繍

縄文~中世 包崎地

古代~近代 包疎 地 飛m限嶋崎

縄文~中世 包a地 亀井・亀井雄跡・亀井金回自主跡・亀井峰山富地 ー亀井聾師虫帥甑樽

縄文~中世 包a旭

縄文・弥生 包起嶋

縄文~中世 包鼠地

縄文~中世 包臨地

旧石画~中世 包..組

縄文~中盤 包..�

旧石田~中世 包蔵地 宜ノ由遺跡ー-1'冨遺跡

縄文~平安 包皐地 迫ノ上費柏醇・慢が丘・...丘山ノ紳

宜J前国量由跡・量趨守宿跡

縄文~中世 包白地

縄文~中世 包a池

縄文~平安 包陣地 竹ノ偉・竹'"!l柚騨・芭寓

縄文 包a地

弥生・古繍 包蔵治 山倹寧A-C' il迫古慣' 電通学園石棺ー量迫

近悩 均IU& I itJ 
古繍 l!l" 4民a層調E
古担~中世 包館地 稲荷山古岨・円川学園石棺・>1<捕櫨跡・五福寺

合繍 古'" 10県
古繍 吉積

古概~平安 包信組

吉明 省'"

縄文~中世 包蔵地

古甥 省繍

弥生ー中世 包a地 打II峻跡 打鎗!l相

縄文 日制医
古繍 古繍

縄文~近世 包健治

弥生 包疎地

省代 石造絢 11 
古代 石造絢 市

明治 路泡駒 市

弥生~平安 包疎地

古繍~近代 包臨地 古雄横穴".千薗雄横穴醇智担揖廟積穴瞬・帯白山鹿寺跡・

.崎aB"lhh 予司自磁路 千ヨ量破箱式石総・古埠.. 

古極陣学位・医学位ー野町一丁目御門跡

近世・近代 嶋 国 隅本舗跡・監駒台・9兵J3連隊跡・一日亭跡・不閲円六地a.

'J、天守台・国立病院{一宇一石陣・六地趨ト随軍兵盤廠

明治 趨遺物 '" 

縄文~中世 包a地

|目:百回~平安 包箇治 万石遺跡

古繍 古繍

弥生~平安 包蔵地 笹崎蜜柑・峰崎中世・松崎東山天神跡

古jfI 組.. 経筒石柑

縄文句巾惟 包蔵地

古蹟『江戸 包鼠槍 白石古埴 白石'立岡山南中鹿・埴庫古塙騨・豊岡嗣跡

江戸 寄金土 歯 車'守事組古培圃醇・六地 a

縄文~平安 包底地 金先山信欄守陣

縄文~中世 包越地 県豊町{蹄身骨量地}ー九州女学院・坪井古田融聾棺

明治 也君量絢 園

同文~中世 包a槍

縄文句近世 包起島S 旧往生民跡'曹行寺の僅碑・雌牛地車

..生a・巾借 包陵地

縄文~明柚 包磁地 大江ー大江宵損・大E南風・白川中単位故直・檀腿・相ノ本φ

旧電誼高位・摘高勤地・鱒高過0・眠麻郡寵措定地 ・

置庫園寺・縄本築学位跡・自障会館ほか

明泊 II!進物 鍵

旧石組~部生 包雌嶋

- 6-

11 .. 
縄文早期住陪跡. 弥生聾柑盤解， 古噴時代屠蕗. 県報告書

円JIl周欄畠. 石柑甚句 本柑S. 古埴時代住居跡

.. 生!l槍薗. 省指時代集嘗

縄文佳院大集落‘ 国査あり

聞闘の日曜あり， 域主は西牟岡常闇守

ut晩期土iII. 土偶. 住居跡

嗣川ー 島博の.勘史代休閉所

六地直 文明匁m 九州でも希有の111. IJ[取調書 天和元年鎗

車山由E古埴 帽告書. 111の本 縄文睡踊土留、 土師国

蘇生!l紺11. 土師鴎. 縄文前後腹土iII

縄文隆嗣. 弥生土田ー 土師・粛車盟、 内行花文.. 

風化‘ 防空檀利用. 1It.原蕗不韓
弥生中値闘土田. 塑柑醇

縄文佳韓問土盤、 土偶、 臨報告書‘ 掴車・土師密‘ 嗣支

門嶋

土師濁

崎は現光開申内‘ 甑崎天文2年随ー 縄文士弱、 士師111. 瓦掴など

縄文早ー前ー慎ー睡翻土留， 弥生聾町田

.. 生!l繍

縄文晩期土留

縄文阜ー前・睦期土畢， 弥生聖陪ー 土師・掴直器‘ 姐車画自跡

宜/前腐跡，.平安聞か? 縄文土盤、 弥生直柏群司 土師・鋼恵国

竹の偉 縄文也胴土111. 土鍋‘ 弥生寝棺

縄文削ー桂・晩嗣土器‘ 土個、 優桂樹蝿落ー 市報告書

山伏場 弥生土留ー 土師趨 電通 石棺 鏑 鉄鋼、 長迫 横穴式石積

>1<摘総 代官長補氏居掠

円掴‘ 横倒書欄. 掴穴式'J、口割石室

防空壇利用， 融・原語不昨
土防路

防空壇利用‘ 1It.臨JIl不詳

同欄 石絢

北久担山式‘ 石持

�散の繍穴

偉大迦守跡を合む

総生土包

限量冒文化財ー 率先寺

削指定建造物

'"指定11!遺物

!l鎗"

古風11穴 県組51!!

信指定鼠要文化財・園指定特別史肱JOJ面"''''慶長12年祭嶋

前倒定員B逸駒

悶石掴

ナイ7軍司石摺ー 県闘壷

2革円噴

蔀生!l柑、 土師橿ー E罰ー 宵砲、 白磁

鉄剣

土師・置車田‘ 豊国廟跡 金値瓦

厨川寧盤鹿は国指定史障‘ 守障を合む庖圃陪県指定

縄文土居. 弥生虫柑ー 土師ー掴車砲

縄文土密. 弥生聾個菖騨‘ 土師・鏑恵国‘ 古代住居跡. IlなE

国指定量要文化財、 イギリヌのクイーンーアン櫛式

縄文後賜土111

縄文早・前期土111. 弥生聾柑

弥生住居・環檀司 郵生前期土輯ー 輸入陶畠曽

l'線骨密

大江轟畳+ 県指定史跡‘ 檀富1日l富 市指定 虫跡

石崎. 縄文早期士盤、 弥生曹柑



第3表 熊本北バイパス周辺文化財分布図(2)
市町村 III号 遺跡名 所復抱

295万石義.. 娘..ク丘

援調6万石義山 臨岡町院内同 鳳聾8 TU

沼7縁野 健闘町隊内
醐陣内上ノ園遺跡群 !11m町隙内
泊9三の宵{牧鶴宮脇} 組同町上立岡

JOO立岡山山頂 省関町
却1 万石茶山古墳 翁飼町
却 2 立岡山 東中直 鳳.8TI]
却3宇宙毛捕山市営草地 胤量7丁目

加4丸女グランド 館側町陳内
革路竃開院内遺障醇 箇間町院内

掛値山中学桂桂庭 鳳量51'目

却"，0プト山 鳳.. 丁目

調酒宇宙毛A 周聾6丁目

耳目宇留毛B 隅量6丁目

310捕山車2慣穴醇 関量7TU
311楠山廊1積穴騨 阻量7T目
312女姻平鍋穴欝 闘岡町陣内
313量薫寺古域 胤聾71目

31'宇留毛小暗揖廟横穴昨 胤盤7T日

315つつじャ丘揖穴群 周量7T目

316宇留毛神社周辺遺跡昨 周.6-8丁目

317竃閉口 !IIln町陣内、 m.7TU
318章前晶 欄 間 町よ立問

321玉岡 上術館市r
322牧鎗遺...樗 阻凹町上立四
323下繭" 下剛師2丁目

担4平/山 上耐館町
3お北l、追 伺慣2・ 3丁目

お1畿の寵 西原31'目， 悶伺ITU

ま担街南陣遺障醇 踊剛廓1-'丁目ー 置鹿島9T目ほか

J33陶原 健闘鴎E丁目. ^bê.lII l ruほか

お4舵原・迎八反田 保DI植s 丁目‘ 八bWIl・ 21日ほか

3話檀斑遺跡群 置腐5'61"目

3羽聾鹿菅原神社境内 直胞E丁目

お7辻 置腐7丁目

J38蹄南部西思 置鹿91"目ー 健闘惜本町

339南平上 続大江3丁目

J4()帯山遺跡群 帯1111・ 2丁目

341保田園東一本松 帯，11'・7T目

342三股個展 主 郎l T白

343司医調室館即111 同ノ上4丁目

344lfj�A 断外2丁目

.，.廊生困 楠本町車生田. 楠5丁目

413字国天神極碍・石仏 四方寄町
...古代官道 崎羽岡町

'15罰E圃嗣音量叡碑 八"'*谷11目

.16八景水谷踏の本五拍槙欠 八最水谷1丁目

417吉次位置ill分け石 下 硯川町

.18大自五倫111 大植2T目

'19大幅高笠値音堂前板碑 大商2T目

.38二阻木跡 開 閉 町弓削

.39武蔵線 胸間町弓削

...センポサン 随岡町弓削

...永福寺島 高平2丁目

..，浄悶禅寺古塔碑 高平2丁目

4届天福寺跡 打IJI町

相船場山古墳 繍橘町
...宗厳寺脇 織櫨町

‘72録的圏肱 岬井4丁目

473IJi岡監鞠屋監跡 坪井4丁目

.，.成舵院大喜山覚勝寺跡 押井4丁目

47s浄関寺跡 磁JII1T回

4朗報凪樽寺泊肉石造物 槻井31日

481お斑園跡 質問町

4飽E穴古慣容量聖地 周盤8TlI

4回宇宙毛様車古墳 周量7丁目

4銅....紘碑 蹟雌4T目

印I伝立闘将監甚・古搭碑群 阻liI町上立回
511市営眠廓団地 西国2丁目

512 西原 西国1 丁目

513宝飾啄古繍 三郎2丁目

日4七野町 子儒司区町
535 夜'" 周量2丁目

538よ河原 鳳畳2T目

制21 .11 院 跡益事地 卸井5丁目

臼3 常覇隆寺 胤畳5丁目ーーーーー 同..----------------- ---_._--ーー，ーーーーーーーーー胃 ーーーーー
西合志町 田市の山 {煩屋} 須屋

54製の本 須嵐

651'旬烏 領阻
6楢須盤紘跡 須盟

'"静泉寺跡 鋼.. 

時代

縄~古代

縄文・弥生

縄文、平安

縄文~中枇

縄文

古繍~平安

古現

古代・中悦

縄文~平安

悶石橿~中世

古掴~平安

縄文

縄文

縄文~平安

古繍

省繍

古繍

古繍

古筑

古標

省繍・中位

縄文~平安

縄文~平安

縄文~平安

縄文~古慣

縄文~古墳

国石密~平安

縄文~平安

縄文~中世

縄文~平安

縄文~平安

奈良ー平安

縄文~平安

縄文~平安

縄文~平安

中世

縄文

縄文~平安

中旬崎

古代

中世

中世

近倹

ゆ俊

中世

近世

近世

中世

中世ー近世

中世~明抽

ゆ位

古繍

中世

近世降

近世

中世

中世

中依

近俊

古繍

古均町

中世

中t怪

縄文

縄文

さ繍
縄文~中世

近世

縄文~古代

中盤

中世

弥生

縄文

縄文・弥生

司ド悦
中世

.... 指定
包蔵抱

包蔵地

包篠崎

包農地

包蔵地

包a底地

古繍

包積地

部地

包量産地

包蔵砲

l!l蔵 地

包草旭

包疎地

包蔵組

古繍 県
古繍 保
古繍

古繍

古繍

古憤 保
包疎地

包疎地

包蔵地

包蔵地

包産地

包a草地

包画産地

包蔵旭

包蔵地

包車砲

包量産地

包麗地

包館組

守社 ili 
包疎地

祭事
包穣地

包蔵櫓

包量産組

包量農地

石造物 市

包蔵旭

包歯車地

石造物

包篇地

石造物

石造物

石趣物

石遺物

石遺物
交通

穆
繍醤
寺社

石造物 眼
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第2節 遺跡の概要と環境

(5 ) 歴史時代

奈良・ 平 安時代 に な る と 、 律令体制の 導入 に 伴い、 肥後 において も行政 組織の整 備、 条里制の施行が 進め

ら れ、 その 影響が周 囲に及んで く る 。 現在の熊本 市北部は、 白 川 を境に北は 飽田郡、 南は 託麻郡に 属し、 飽

田郡家は 京町付近、 託麻郡家は渡鹿付近に あ っ た と さ れる 。 ま た、 立 田 山西 麓を 官道 ( 西 海道 ) が通 り 、 現

在の子飼に 蚕養駅が設置 さ れた と 推定 さ れて い る 。

立 田 山 の 東部で は、 須恵器の 生産が行われ る よ う に な り 、 窯が作 ら れた。 当 時の 生産遺跡 と し て 長 蓮寺窯

跡や 堂の前屋敷窯跡な ど があ る 。

ま た、 白 川 南 岸の 大江遺跡 群や 新南部遺跡 群の調査で は、 須恵器、 土師器を 伴う 住居跡が多 く 確認 さ れ、

西谷遺跡か ら は平 安期の住居跡が 出 土 し て い る 。

中世、 立 田 山周辺で は、 西 麓の 亀井や南 麓の 宇留毛に城が 築かれたが、 生活の 中心は主に 白 川 と 坪井川 の

沿岸の低地に あ り 、 台地上は 未開発で あ っ た。

近世に な る と 、 肥後 藩に よ っ て 、 台地上の 開拓が行われ る よ う に な っ た。 現在の清水町、 龍 田 町一帯は 五

町手永 に 属し、 細川 忠利 は 麻生田 、 橘木、 兎谷な ど に地 筒衆をおいて 、 開拓 と 防御の 任に あ た ら せて い る 。

現在の 遺跡周辺は、 熊本 市域の 拡大 に 伴う 農地の 宅地化が 進み、 ま た、 造成 に よ っ て 旧 地形が削 ら れ る な

ど 、 急速に 昔の面 影を 失いつつ あ る 。 ま た、 交通混雑の 緩和な ど 、 市街地化 に 伴う 道路、 施設な ど の 環境整

備が、 早 急な 課題と な っ て い る 。

。。



第E章 調査の成果

第E章 調査の成果
第1節 調査の概要

1 調査の概要

迫ノ 上遺跡は ほぼ 東西方 向 に の び る 丘陵の 尾根上に

位置 し、 北バイ パ ス の 予定路線は こ の 丘陵を南北方向

に切 り 通す形で設定 さ れて い る 。 本調査に 先立 っ て 実

施 さ れた 予定路線内の確認調査の結果 を もと に 、 遺物

が 出 土 し た部分 を 中 心 に 、 約9 ， 500 rrlを調査対 象範囲

と し た。

本調査は、 調査年度お よ び地形に よ っ て、 I 区か ら

区区の 9 つの調査区に分け、 平成 3 、 4 年度 に I 区か

ら V 区、 平成 6 年度 に 羽 区か ら vm区、 平成 7 年度 に 区

区の調査 を行 っ た。

I 区の調査の 際 に 10 m四方の グ リ ッ ド を設定 し、 E

区以降 もI 区の軸線を 延長す る 形で グ リ ッ ド を設定 し

た。 なお、 調査年度 に よ っ て 、 調査区 と グ リ ッ ドの表

記方 法が不 統ーで あ っ た た め 、 整理の 際に改 めて表記

の 統ーを行 っ た ( 第 3 図 )。

各調査区の地番及び調査面積は、 I 区が龍 田 町大字

上立 田 字 迫 ノ 上2 ， 191 、 2 ， 192番地の 約980 rrl、 E区が

字迫屋敷1 ， 912番地の 約480 rrl、 E 区が字高阪1 ， 933番

地の 約380 rrl、 W区が字迫屋敷1 ， 885 -82、 1 ， 885 ー105、 11 
1 ， 885 -107番地の約340 rrl、 V 区が字高阪1 ， 933番 地の

約1 ， 130 rrl、 羽区が字高阪1 ， 934、 1 ， 935番地の 約730 rrl、

羽区が字高阪1 ， 932、 1 ， 933番地の 約690 rrl、 vm区が字

高阪1 ， 937、 1 ， 938、 1 ， 943番 地の約1 ， 160 rrl、 区区が字

高阪1 ， 936番地の約510 rrlで あ る 。

(1 ) 平成3、 4 (1991、 1992)年度調査

迫 ノ 上遺跡の調査は、 平成 3 年11 月5 日 よ り 開始し

た。 調査区 は 地形に よ り 5 つ に分け、 調査 順に I 区か

ら V 区 と した。 ま ず、 I 区、 E区 につい て重機に よ る

表土 剥ぎを行い、 E 区以 降は、 調査の 進行 に 従っ て 順

次表土 剥ぎ を行 う こ と と した。 グ リ ッ ド設定 と 清掃、

測量 を 行 っ た後、 E区 よ り 包含層の掘り 下げにかか っ

た ( 第 5 図 ) 。 掘り 下 げ は原 則と し て グ リ ッ ド ご と に

行い、 出土遺物 に つ い て は、 遺物台帳に 出 土位置、 絶
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第1節 調査の概要

対高を記入して取り上げた。 また、 包合l習の掘り下げごとに遺構の確認をおこない、 確認された遺構は掘り

下げた後、 平面や断面の実測及び写真撮影を行った。 調査区一帯は畑地で、 以前はゴボウの栽培が行われて

おり、 それに伴ってできたV層にまで達する溝状の撹乱が調査区内を縦横に走っているため、 包合層の残り

が悪かったが、 縄文早期、 後期、 晩期の土器や石鍛などの石器が出土し、 縄文早期と思われる集石遺構1基

を検出した。

E区終了後、 平成4年1月 1 7日より I 区の調査に取りかかった(第4図)0 1区もゴボウ穴等の撹乱を受

けていたが、 縄文早期、 後期、 |晩期の土器および古墳時代の土師器、 石鎌、 石斧などが出土し、 特に縄文早

期の押型文土器が多数出土した。 遺構としては、 調査区南側で東西方向に走る講を検出し、 内部から道路状
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第E章 調査の成果

の硬化面が検出 さ れた。 ま た、 D - 12 グ リ ッ ド において も道路状の硬化面が検出 さ れた。 溝の埋土 中 よ り 、

近世以降の遺物が出 土 し て い る こ と か ら 、 いずれ も近世以降の もの と 考 え ら れ る 。 さ ら に 、 旧 石器文化の存

在確認の た め、 調査区の一部を 坪掘り した。 W層 よ り 黒曜石の 剥片が出土 し たが、 石器 と な り 得る もの の 出

土は な か っ た。

I 区の 遺構実測 作業 と 並行 し て 、 2 月18 日 よ り E 区の 掘り 下 げ に は い っ た ( 第 5 図 ). m区 は 削平 に よ っ

て ロ ー ム 層がかな り の部分 露出 し て、 包 含層があ ま り 残 っ てお ら ず、 遺物の 出 土 もあ ま り な か っ た。

I 区 と E 区の調査が終了し た 3 月30 日 を もっ て平成 3 年度の調査を終了した。

平成 4 年度の調査は、 4 月22 日 に W区か ら 開 始 し た ( 第 6 図 ) 。 南側 C- 1 グ リ ッ ドの 流れ込 みと 思われ

る 遺物層 よ り 縄文晩 期土器、 石 鎌、 石斧、 黒曜石の 剥片な どが出土 し、 C-2 グ リ ッ ドか ら は土師器の小型

丸底壷が出土 し た。 ま た、 C-2 グ リ ッ ドで確認 さ れた 焼土 遺構を 精査 し た と こ ろ 、 2 基の縄文晩 期と 考 え

ら れ る 住居跡が確認 さ れた。

W区の調査 と 並行 し て 、 5 月1 1 日 よ り V 区の調査 を 開 始 し た ( 第 6 図 ) 。 ゴ ボ ウ 穴の揖乱が ひど く、 包合

層がかな り 影響を 受 けて い た た め 、 出土遺物はほ と ん ど 一 指で と り あ げた。 遺物は縄文早 期、 後 期、 晩 期の

土器お よ び古墳時代の土師器、 石 鎌、 石斧な ど の石器が出土 した。 ま た 、 H - 15 グ リ ッ ドで、 縄文晩 期の埋

聾 1 基と 、 土師器 を 伴 っ た溝状遺構 1 本を確認 した。 縄文時代包合層の 掘り 下げ終了後、 引き 続き 旧 石器確

認の た め の 坪掘り を 行 っ たが、 遺物が出土 しなか っ た た め 、 実測、 写真撮影の 終了後、 6 月10 日 に調査を終

了し た。

(2 ) 平成6、 7 (1994、 1995)年度調査

平成 6 年度の調査は、 4 月19 日 よ り 開 始 した。 調査部分は、 平成 3 、 4 年度調査区の北側 に あ た る 。 重機

に よ る 表土 剥ぎの後、 前 回調査の軸線を 延長す る 形で 1 辺10m の グ リ ッ ド を設定 し た 。 調査区は、 地形に よ

り 3 つ に 分 け ら れ、 E 区の 北 に 隣接す る 部分を羽区、 V 区の 北 に 隣接す る 部分 を四区、 さ ら に 羽 区 の 北 に 隣

接す る 部分 を咽区 と し た。

調査区は 開 墾に よ る 削平 を か な り 受 け て お り 、 さ ら に、 ゴ ボ ウ 穴 に よ る 撹乱 もひど く、 包合層の残 り はあ

ま り 良くな か っ た。 ま た、 調査区 全体を清掃した時点で、 十数基の竪穴住居跡 ら し き 遺構が確認 さ れた た め 、

さ ら に 精査 し て確認 した後、 住居跡等の 遺構の調査 を ま ず行い、 その後に包合層の調査 を 行 う と い う かた ち

で 進め る こ と と した。 住居跡等の 遺構は 掘り 下げを行いなが ら 、 適宜20分の 1 で実測図 を 作成 し た。 ま た、

遺構か ら 出土 し た 遺物 に つ い て は 、 上層の もの は原 則と し て一 括で 取り 上げ、 下層の もの で あ る 程度 の 大 き

さ を もつ もの につ い て は 、 実測 し た あ と 番号をつけて 取り 上 げた。 包合層 出土の遺物 に つ い て は、 遺物分 布

図 に 出 土地点、 絶対高を記入後に 取り 上げた。

調査は ま ず羽 区か ら と り かか り 、 四区、 四区の 順に 行 っ た ( 第 7 、 8 図 ) 。

羽区の西側部分は、 削平に よ り 包合層 は存在 しなか っ たが、 東側部分 よ り 縄文早 期、 後 期、 晩 期の 土器や

石器、 古墳時代の土師器 な ど が 出 土 した。 ま た、 東側部分か ら 4 基の 古墳時代の竪穴住居跡が検出 さ れた。

W区か ら は、 2 基の古墳時代の 竪穴住居跡が検出 さ れた。 こ の う ち 、 5 号住居跡は一辺が10 m を 越え 、 3

基の炉を持つ大型の住居跡で あ っ た。 ま た 、 近世以降の もの と 思われ る 溝が 3 本確認 さ れた。 包合層か ら は

縄文早 期、 後 期、 晩 期の 土器や石器、 古 墳時 代の土師 器な ど が出土 した。

6 月中 旬よ り 羽区の調査に 入 っ たが、 こ の年の 夏は史上 まれに みる 猛暑で 、 空梅雨 に な り 、 特に 7 、 8 月

は ほ と ん ど 雨が降 ら な か っ た。 こ の た め 、 調査区 は乾燥状態で 、 遺構確認は困難を極め、 特にvm区北東部の

数 基の住居跡が切 り 合 っ た一角 は上部か ら の確認が ほ と ん ど で き ず、 小 ト レン チ を入れな が ら 確認 作業 を 行

う状態で あ っ た。 こ の 結果、 四区 全体で は13基の古 墳時代の竪穴住居跡と 同時代の 掘立 柱建物跡が 1棟、 さ

qd
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第1節 調査の概要

ら に近世以 降の もの と 思われ る 溝 を 2 本検出する こ と がで き た。 VIII区で検出 し た 竪穴住居跡の 多 くはか ま ど

付 き で 、 埋土か ら は土師器に加 え て 、 鉄器、 須恵器が出土 し た。 ま た 、 包合層か ら は縄文、 古墳時代の遺物

の他 に 歴史時代の土器 も出 土 し た 。 遺構実測 と 包合層の掘 り 下げ終了後 に 高所作業車か ら 調査 区 全景の写真

を 撮影し て 、 9 月7 日 に調査を終了した。

平成 7 年度 は、 前年度 未買収で あ っ た た め調査がで き な か っ た部分の調査 を行 っ た。 四区北側の、 VI、 四

区 に 挟ま れた部分で 、 区区 と し た ( 第 7 図 )0 5月12 日 よ り 重機に よ る 表土 剥ぎ を 行い、 グ リ ッ ド設定後、

26 日 よ り 掘 り 下げに入 っ たが、 包合層が薄 く、 遺物は ほ と ん ど 出 土 し な か っ た。 ま た、 遺構 も小土坑が ほ と

ん どで あ り 、 遺構分 布図 を作成 し て 、 調査を終了した。

2 遺跡の基本層位

迫 ノ 上遺跡の 層 序は、 熊本平 野 に 基本 的に 見られる も ので 、 阿蘇

山の 火 山灰 堆積土層で あ る ( 第 9 図 )。

1 a層 は黒色土で、 耕作土層で あ る 。

1 b層 は し ま り の な い、 サ ラ サ ラ し た 暗褐色土層で、 黄色土 を粒

状に合む。 耕作土層で あ る 。

E層 は暗褐色土層で あ る 。 状態 は 1 b層 と ほ と ん ど 変わ ら な いが、

やや し ま っ て い る 。

illa層 は し ま り の な い、 サ ラ サ ラ した暗 黄色土層で、 色調は アカ

ホヤを合むた めか、 やや明 る い。

illb層 は 暗 茶褐色土層で あ る 。 illa層 よ り 密につま り 、 色調 はか

な り 暗 くな る 。

N層 は暗褐色土層で あ る 。 さくさくし て 、 やや引き 締ま っ た土で

あ る 。 姶良Tn火 山灰を合む と 思われ る 。

V 層 は、 ニ ガシロ と 通称 され る 黒褐色土層で、 層が 塊状に硬化 し 、

中 に は長石、 石 英、 火 山ガ ラ ス な ど を多量に合んで い る 。

羽 層 は 、 明褐色 ロ ー ム 質土 層 で 、 いわ ゆる 「ハー ド ロ ー ム 」 と 称

され る もの に 類似 し、 か な り 硬 くし ま っ て い る 。 あずき 粒大の 軽石

を少量合む。

w 層 は 黄色 ロ ー ム 層で 、 「ト ス ロ ー ム 」に あ た る と 思われ る 。 や

や粘 質で 、 小石 を 多 く合む。

四層 も時黄色 ロ ー ム 層で 、 w層 と 同じ性 質を持 っ て い る 。

遺物包合層 は、 削 平や撹乱な ど に よ っ て残 り が 悪く、 明確に分 離

で き る 状態 で は な か っ た が 、 出 土状況か ら 、 お もに E層 上面が古

墳 ・ 歴史時代、 E 層上面が縄文 中 ~晩期、 E 層下面 "-'N層 上面が縄

文早期 に それぞれ対応す る もの と 考 え ら れ る 。

-16-
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調査の成果第E章

縄文時代の遺構と遺物第2節

竪穴住居跡1 

N区の調査 中 、 C- 12、 D - 12 グ リ ッ ド に お い て 、 焼土 を 伴っ た遺構が確認 さ れた。 上面か ら の 遺構検出

が難 し か っ た た め 、 少 しずつ掘 り 下げなが ら 確認を行っ た と こ ろ 、 壁が円形 に 巡り 、 竪穴住居跡で あ る こ と

が確認 さ れた。 ま た、 こ の住居跡 と 切 り 合 う 形で住居跡が もう 1 基確認 さ れた。 埋土か ら 出土 し た 遺物 は少

な か っ たが、 床面近 くで縄文晩 期の 土器片が数点出土 した た め 、 2 基と も縄文時 代晩 期の住居跡で あ る と 考
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第2節 縄文時代の遺構と遺物

え ら れ る。

N区 1号住居跡 ・ 2号住居跡 ( 第10図 )

W 区1 号住居跡は直径3 .6-3 .8 mの 円形の住居跡で あ る。 V 層 上面で確認 さ れたが、 本 来は E、 W層か ら

掘り 込 ま れ て い た もの と 推定 さ れ る。 壁面近 くに 掘り 込ま れ て い る数 基の 土坑が柱穴 に あ た るもの と 思われ

るが、 は っき り と 確認はで き な か った。 ま た、 床面に硬化面は確認で き な か った。 埋土は E、 N層の 土を 基

本 と し、 中 に 焼土がプ ロ ッ ク 状で 多量に入 ってお り 、 床面に も焼土粒が張 り 付い た状態で 見ら れた。 土坑Pit

lに は 他より 焼土が多 く入 って い た た め 、 炉跡で はないか と 思われ る。

W 区2 号住居跡は 1 号住居跡に切 ら れたかたちで確認 さ れた。 非常 に 浅 く、 全体の規模は不明で あ るが、

一辺の 長 さ が1 04 m程度の 方形 に近い形にな るもの と 思われ る。 埋土は 1 号住居跡 と ほぼ 同じで 、 硬化面は

確認で き なか った。

2 集石遺構 ( 第11図 )

E区B- 5グ リ ッ ド に お い て 、 集石遺構 1 基を確認 した。 径約 2 mの 範囲内 に、 拳大 程度の 離が集中 し て

いた。 掘り 込み等は確認で き ず、 平面お よび断面の実 測図 を作成 し て 石 を取 り 除い た。 実 測終了後 に 掘り 下

げを行 った と こ ろ 、 下面か ら さ ら に石が出土 したため、 再実 測を行 った。 遺物は出土 し な か ったが、 縄文時

代 早期の もので あ ると 思わ れる。

3 埋蜜遺構 ( 第11図 )

V 区H ー 15 グ リ ッ ドか ら 、 埋蜜 と 思われ る遺構を 1 基検出 した。 直径70 cmの土坑内 に 土器が埋 納さ れて

いた。 平面お よび断面図 を作成 し て 取 り 上げたが、 削平で遺構の 上 部は消滅し て お り 、 さ ら に ゴ ボ ウ 穴 に よ

る撹乱に よって か な り 破壊 さ れ、 胴部下半の一 部のみが残存 し て い る状態で あ った。 こ の た め、 土器 も復元

す るこ と がで き なか ったが、 特徴か ら 縄文晩 期の もの と 考 え ら れ る。

4 土器 ( 第12-22図 )

迫ノ 上 遺跡か ら 出土 し た縄文土器の 時 期は、 早 期、 中 期、 後 期、 晩 期にわた るが、 早期と 後晩 期の 土器が

その 多 くを 占 め る。 こ の う ち 、 口 縁 部と 底 部を 中 心 に器形の推定が可能な もの を122点 掲載し た。 以下、 こ

れ ら の 土器 に つ い て 時 期別に 見て い き たい。

な お 、 個 別の 土器の 計測値お よび 観察結果に つ い て は [出土縄文土器 観察 表J ( 第 4 、 5表) に ま と め て

い る。

(1 ) 縄文早期土器

押型文土器、 撚糸文土器、 条痕土器な どが出土 した。

押型文土器 ( 第12図 1 -第15図37、 第16図44、 45 )

I 区か ら 出土 し た押型文土器は、 山形文 ( 1 -20、 34、 44 ) 、 楕円 文 ( 21-36、 45 ) 、 格子 目 文 ( 37 ) の 3

種類で あ る。

口 縁 部周辺の施文の特徴か ら 、 外面の みに押型文を施文 し た もの ( I 類 ) 、 外面は押型文、 内 面は原体 条

痕が施文 さ れた もの ( 11類 ) 、 内外面 と も押型文が施文 さ れた もの ( ill類 ) 、 外面は押型文、 内面に原体 条痕

- 18 一
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第2節 縄文時代の遺構と遺物

と 押型文が施文 さ れた もの ( N類 ) の 4 つ に 分 け る こ と がで き る 。

ま た、 口 縁部の器形か ら は、 口 縁部が直 口 す る もの ( A類 )、 端部がわずか に外反す る もの ( B類 ) 、 大 き

く外反す る もの ( C類 ) に 分 け る こ と がで き る 。

こ れ ら を 組み合わせた形で、 出土 した押型文土器を I A、 I B 、 IIB、 illA、 illB、 N Bの 6 類 に 分類 し

た。

I A類 ( 山形 1、 2 、 楕円2 1"'24、 格子37 )

直 口 口縁で、 外面に押型文を施文 し て い る もので あ る 。 内面は主に ナデ調整で、 施文はすべて横位施文で

あ る 。

I B類 ( 山形 3 、 4 、 楕円25、 26 )

口 縁端部がわずか に外反 し 、 外面に押型文 を施文 し て い る もので あ る 。 内面は主に ナデ調整で あ る 。 横位

施文が多 くを 占 め る が、 縦位施文の もの ( 26 ) もあ る 。

IIB類 ( 山形 5、 楕円27 )

5は 口 縁端部がわずか に外反 し、 口 縁部内面に原体 条痕、 外面に 山形押型文 を横位施文 し て い る 。 27は 口

縁端部がわずか に外反 し、 外面に楕円押型文が 縦位施文 さ れてい る が、 口 縁部 内 面 に は細い棒状の工 具に よ

る と 思われ る 連 続刺突文が施 さ れて い る 。

illB類 ( 楕円28 )

口 縁端部がわずか に外反 し 、 口 融部 内 面 と 外面に押型文 を横位施文 し て い る 。

mc類 ( 山形 6 ) 

外反 口 縁で 、 口 縁部 内 面 と 外面に押型文を横位施文 し て い る 。

N A類 ( 山形44、 楕円29 )

直 口 口縁で、 口 縁部 内 面 に 原体 条痕 と 押型文、 外面に押型文を施文 し て い る もの で あ る 。 内外面 と も横位

施文で あ る 。

N B類 ( 山形 7 "'12、 楕円30 "'32 )

口 縁端部がわずか に外反 し、 口 縁部内面 に原体 条痕 と 押 型文、 外面 に押型文 を施文 し て い る もので あ る 。

内外面 と も横位施文の もの ( 7 、 8 、 10 ) 、 内面横位、 外面 縦位の もの ( 9 、 1 1) があ る 。 30は外面に楕円

押 型文を横位施文 し て い る が、 口 縁 内 面 に は押型文の かわ り に横位の 条痕文が施文 さ れて い る 。 な お 、 31、

32の残存部の外面は ナデ調整のみで あ る が、 他の例か ら 見て、 下部に押型文が施文 さ れて い る 可能性が強い

た め N B類に合めた。

N C類 ( 山形13 "'16、 34、 楕円33、 34、 45 )

外反 口 縁で 、 内 面 口 縁部に原体 条痕 と 押形文、 外面に押形文を施文 し て い る もの で あ る 。 内外面 と も横位

施文の もの が多 くを 占 め る が、 外面 縦位施文、 内面横位施文の もの ( 13 ) もあ る 。 34は外面に楕円 文、 内面

に 山形文を施文 し て い る 。 45は 波状 口 縁で あ る 。

底部 ( 山形17 "'20、 楕円35、 36 )

出 土 した押型文土器の 底部は、 すべて平 底の ものである。 底部と 胴部が直線的に つ な がる もの ( 17、 18、

20、 35、 36 ) と 、 外反気味に 聞 い て つ な が る もの ( 19 ) に分け ら れ る 。 ま た、 17は底面に網代 圧痕 を もっ。

撚糸文土器 ( 第 15図38、 39 )

撚糸文土器 に つ い て も、 形態 的に押型文土器 と 同様の分類が可能で あ る 。 こ こ で 図 示し た 口 縁部 2 点 と も

I A類に分類 さ れ る 。 施文方 向 は38が 斜位施文、 39が 斜位 と 横位の 併用で あ る 。

条痕土器 ( 第 15図40 "'42 )

口 縁 部3 点 を 示した。 いずれ も直 口 口 縁で あ る 。 40、 41は外面上部に横位 条痕、 下部に 斜位 条痕が施 さ れ、

- 20-
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調査の成果第 E 章
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第 2 節 縄文時代の遺構と遺物

口 唇 部に は刻 目 があ る 。 42は外面 に櫛描状の 条痕文が 縦位に施文 さ れて い る 。

そ の 他の早期土器 ( 第15図43 )

43は早 期土器の 底 と 思われる 破片で あ る 。 内面 ナデ調整、 外面 条痕調整で 、 底 部と 胴部が外反気味に聞い

て つ な が っ て い る 。

(2 ) 縄文 中期、 後期前半土器

阿高式土器 ( 第17図47、 49 )

出 土 し た縄文 中 期の 土器は、 いずれ も阿高式に あ た る もので あ る 。 口 縁 部破片 1 点 と 底 部破片 1 点を 掲載

した。 47は直 口 口 縁で 、 口 唇 部はね じ っ た粘土紐に よ る 貼付 口 縁に な っ て い る 。 胴部中位上 部に 回線で 区画

さ れた文 様帯があ り 、 文 様は回線に よ る 直線 的モチーフで あ る 。 49は底 部端が外に張 り 出 し、 胴部か ら 底 部

端 に か け て ほぼ直線 的に連な る 。 底面に は木の 葉と 思われる 圧痕が残 っ て い る 。

後期前半土器 ( 第17図48、 50、 51 )

口 縁 部3 点 を 図 示した。 48は 口 唇上 部に刻み 目 を持つ直 口 口縁で 、 回線に よ る 縦位の平行直線文が施 さ れ、

南福寺式に近似 し た特徴を持つ。 50は外反 口縁で、 口唇の一 部に貼付突起があ る 。 51 は外反す る 口 縁の 下 部

に断面三角 形の突帯を貼 り 付け た もの で 、 市来式に似た特徴を持 っ て い る 。

(3 ) 縄文後期後半、 晩期土器

多数の後 期後半、 晩 期土器が出土 した。 器形の特徴か ら 深鉢型土器 と 浅鉢型土器に分け、 さ ら に残存 部、

形態の特徴 を もと に細分を 行 っ た。

深鉢型土器 ( 第17図52'"'-'第19図78 )

口 縁 部の形態に よ っ て A'"'-' G 類に分類 した。

A類 ( 52'"'-'54 ) ) 

外 に 開 く頚 部か ら 断面 くの 字型 に 内傾す る 口縁を持つ もの。 内外面 と もミ ガキ調整で、 口 縁帯は無文の も

の ( 52 ) と 数 条の 回線 を もつ もの ( 53、 54 ) があ る 。 53は 口 縁帯に貝殻横点文 を もっ。

B類 ( 55、 56 )

外 に 開 く頚 部か ら 直立、 あ る い は 内轡気味に立ち上がる 口 縁帯を持つ もの。 口 縁帯 に は数 条の 回線を もっ。

55は 口 縁帯に貝殻横点文 を もっ。

C類 ( 57 )

外 に 聞 く頭 部か ら 外傾す る 口 縁 部を持つ もの。 口縁帯は無文で あ る 。

D 類 ( 70 )

頭 部で 屈 曲 し 、 外傾す る 口 縁 部を持つ もの。 外面は 条痕調整、 内面はナデ調整で あ る。

E 類 ( 58'"'-'69、 71'"'-'75 ) 

直 口 口 縁の もの 。 口縁 部の みの破片が多 く、 下 部の形態が不明 な ものが多い。 ほ と ん ど が粗製で、 外面は

条痕調整で あ る 。 形態に よ り 2 種に細分 した。

E a類 ( 58、 60'"'-'63、 65'"'-'69、 73'"'-'75 )

直立か、 外反気味に 開 く口 縁 部を持つ もの。 58は 内外面 と もミ ガキ調整で あ る 。

E b類 ( 59、 64、 71、 72 )

内聾気味に 聞 く口 縁 部を持つ もの 。 64の 内面は ミ ガキ調整で あ る 。 71 は 焼成後の両方 向 か ら の穿孔跡があ

る が、 位置がずれ、 中途で終わ っ て い る 。
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第 2 節 縄文時代の遺構と遺物

F 類 ( 76 )

頭部で 屈 曲 し て外反気味に直立 し た 口 縁部に粘土を貼 り 付けて 口 唇部を分厚 くし た もの 。 1 点のみの 出土

で あ る 。

G 類 ( 77、 78 )

口 縁部 に 刻 目 突帯 を 持つ もの。

浅鉢形土器 ( 第20図79-----第21図98 )

口 縁部の形態 に よ っ て H ----- L 類に分類 した。

H 類 ( 79 )

胴部か ら 頚部 に か け て 内 側 に 屈 曲 し、 頭部か ら 立 ち 上が る 口縁帯 を 持つ もの。 内外面は ミ ガキ調整で あ る 。

口 縁帯外面に沈線 1 条を 持ち 、 波状 口 縁の頂部に押点 を 持つ。

I 類 ( 80-----90 )

外反す る 口 縁部の 内 面 に突帯を貼 り 付 け、 短い 口縁帯を作 り 出 し た もの 。 内外面 と もミ ガキ調整で、 口 縁

帯 に は 1 条の 沈線ま た は 回線があ る が、 90は無文で あ る 。

J 類 ( 91 )

外反す る 口 縁部の 内面に突帯を貼 り 付 け る が、 口縁帯 を 持た な い もの。

K類 ( 93 )

肩部 と 頚部が屈 曲 し、 ほ ぼ外聞き す る 直 口 口縁を 持つ もの。 波状 口 縁で 、 口 縁直下の 内外面に それぞれ 1

条の沈線を 持つ。 ま た、 内外面 と も丁寧に研磨 さ れて い る 。

L 類 ( 92、 94-----98 )

外側に張 り 出す 胴部 を 持ち 、 頚部で屈 曲す る もの。 内外面 と もミ ガ キ調整で あ る 。 2 つ に細分 した。

L a類 ( 92、 94、 95 )

頚部か ら 口縁部 に か け て直立か、 やや外傾 して立ち上が る もの。 92、 94は 口 縁直下の 内外面にそれぞれ 1

条の 沈線を 持つ。 95は沈線はな いが、 分厚い 口 唇部を作 り 出 し て い る 。

L b類 ( 96-----98 )

頭部で くの 字状 に 屈 曲 し、 強 く外傾す る 口縁部を 持つ もの。 口 層部は分厚 く、 96は段を な し て い る 。 98は

薄い 口 層で 、 内面に沈線 1 条を 持つ。

胴部 ( 第21 図99----- 101 )

99、 100は 内外面 と もナデ調整の 組製土器で あ る 。 内湾す る 頭部 を持 ち 、 肩部 に は沈線文が施 さ れて い る 。

101 は 内 外面 と もミ ガキ調整の 精製土器で 、 肩部で 屈 曲 し、 頭部で少 し 変化 し 、 内管気味に 口 縁部に連な る 。

底部 ( 第21図102-----第22図122 )

底部は形態 に よ り M----- O 類 に 分類 した。

M類 ( 102----- 112 )

底部端が張 り 出す もの 。 底面の形状に よ り 、 底面が上げ底のM a類 ( 112 ) と 、 底面が平 ら のM b類 ( 102

-----111 ) の 2 つ に細分で き る 。
N 類 ( 113----- 120 )

胴部か ら 底部端 に か け て ほぼ直線 的に連な る もの。 底面の形状はいずれ も上 げ底気味で あ る 。

0 類 ( 121、 122 )

胴部が外反 し、 ほぼ垂直に 底部端 に連な る もの。 底面の形状は いずれ も平 ら で あ る 。
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第2節 縄文時代の遺構と遺物

. ，. 一 一 -・ 叫.- 苧~・ ・ ，-' ム " ・ . で、1円 ・ 1�" � ."!�.:.:'� ι Z じ て� 九 ，. ' 二 . . .
ぞr叫 “ ・ ・ v 、 句 ー - ・ '":':.. ， .，、.... ."白 . . ....‘ ・抗巳 "� ..�目』山・ - 泊 二;.: 九!:""'I:t.I . ;一日 叶 � ，... �:: .. I: '.J . '_. " 
三二戸=-Iヤ 刊唱はね f ・�，，， マ 、; 噌 仲守 、::， �.t..òJ'司r j ...叫 ・ 1院 . ・τ o' ''.. \�己，;�:..�'... ......白I 、 . 一

辺 州司 い万 二 ;�..・ F匂-， ." ""・ J丸一 一 一 - � ..� ' ， ": .- 円 、 : 一 ー で市 L 一日 酔--'";; .-."，.-い‘勺2 ・:.... "" " ， 九 ;."-"，，'1...)合.. . .-- ... .. :三 二?日内.".... ...� ・・ v ・
69 

" 7 1 

J必見与;品五怠湾与;:4;:'
，-.:111\-制時諒��.��ぬ払川島片用品1山 ・“土二 一 一 〓 !.... ..�:..河川・'.��立�q;.r

，1;'，'柑 ...... ζ;�'r 、L_�.i.�;�附��\'円'ò、刊J‘
1. '-巧『山句川判川、町円町宅古苛ポ:�:ス=γ打? .-.円円.円円"演 μよι』\-叫 Hρ.' . ~ 一" - -. 同剛齢 、 ' 一 Jρ [�:;��};手立主買益お叱ど一括ヨ:;..:・話M全盛塩崎 町 :��""'!L 

Fム務許認襲�
:'-;'

'也吋

O 

第19図 出土縄文土器 (8)
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第20図 出 土縄文土器 (9)
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第2節 縄文時代の遺構と遺物

第4表 出土縄文土器観察表 (1 ) 
遺 物 ロat! 混宥薗 網 島 色 鋼 悶盗 幽土圏 a・ 飴 土 処lIi 取1ユ魯停 備 考111号 { 回 } 〈 巴 固 》 《 内箇 』 《 外 箇 》 { 内 函 } 《 侭 箇 》 底 地忠

1 ・*n・ '.0 ナヂ 111穆文 網( 10YlW/6) にぷ貧血OOYR1/4】 砂111.&1. 石策. 角関石. 1基石を含む 良好 I 8-12 1 区8-3 1321

2 飾口. 8.0 ナヂ 山IØ文 にぷa賃値(1.晒1" 反負傷(>例制121 組@蛤4・&1. 長石. 石J!. 角関石"含む 良好 羽 S住 制緩5位上層

3 ・eロ. '.9 ナヂ ナヂ‘ 11118 文 民"筒【 """"21 にJ民健但( 1前田/31 砂包.&1. 石舞. 角関石. 1益石を含む 良好 t C-12 1 区C-3 817

' 1 .ロ縁 ' . 7 ナヂ 山111文 にぷ但(7.5YR6/41 に』掴(7.5Y16/4) 砂111.&1‘ 石J!. 角関百. !l石を含む alf 租 '"住 担埠18住

s 齢口. 5.' 原体条曜1. ナヂ IIIJIU: にぷ担(7. 5YR6/4) 橿(7.5'眠/81 砂鍾少&1. 石11. 角関石. 長石を含む S込降 (-12 I 区C-3 528

E 跡口鼠 3.8 山蕗文‘ ナヂ 山形文 にぷ麿n.5YR6/4) 民縄(7.5'描12) 砂肱少量‘ 石英. 角関石‘ 長石を合む alf 随 制泡

7 跡口. '.8 原体条信. llniJ.文， ナヂ ナデ. 山形文 91"侮( 1OY随12) にぷ世(7.5'珊1.， 組砂鎗.&1. !lli. 石J!. 角関石を含む 良好 v '111 V区砕� . 号 a・

s 鉢ロ. 3.41 &t:体長鹿、 山111文 山形文 明貧僑( 1OY随絹} にぷ健禍( 1OY聡1" 鯵勉.&1‘ 石英. 角関石. 曇石金含む S込僻 (-13 E 区C-2

9 1 1窓口縁 2.8 既体像fI. 山蕗文 ナヂ. 山揺文 にぷa縄(5旬4131 縄æ(SYR4I1l 砂111多&I. !l石金金む 良好 v 目.15 V民.K-O

10 1 1車". '.8 原体最盛. 山形文 山形文 "1I!17 駐留'/81 にぷ貸借( 1OY筒i!4) 砂飽.&1. 石英. 角関石. 1基石を合む 良好 か12 1 区快調附

11 鉢口揖 ' . 8 原体義富、 山路文‘ ナヂ 山形文 民貧舗(lOYR4/2) に阜商禍( 1明暗/31 組@肱少&1. !l石. 布袋. .司関石を合む S込If (-12 E 区.C-3 811

回 齢n. 7.3 原体像曜E‘ IUIlJ文. ナヂ ナヂ. tlH属文 にぷ食糧(lom/"') に』捕縄( l0Y即剖 小'li. 包砂鎗多鍾. 石J!. 角関石. !l石を含む 良好 ‘居 3住 制退S住 11

13 1 lfi:p縁 &.9 原体Ilfl. 山博文‘ ナヂ 山形文 個1I((7.5YR4JU 民筒(7.5YR4/2) 砂111.1量. 宙誕. 角関石. :fi.Jii'含む S込僻 C-12 E 区C-3 485

" ・*n. 8.21 I.Gt伴象fI. 山形文. ナヂ 山形文 にぷ倹健(1OY阻/31 民筒鍋1 10YR5/2) 小.:(i. m砂111&&1. 都裳. 偽閃石。 袋石を金む 良好 C-12 I 区.C-3 邸調。

15 跡口舷 ... .  8.7 原体長直. 山思文. ナヂ 山形文 民慣禍UOYR4J2) øtt筒(1OY恨3121 砂111.&1. 石策. 角関石. 1義石を含む 良好 附 "迫

" 僻日銀 S.4 I Bt体.. 寵， 山車文. 十ヂ 山形文 民貴簡I10Y箇12) にぷ貨II!( 1OY町/31 砂111&1量. 省J!. 角関お. 盤石を合む 良好 随 ，，;a 
17 ・S虚節 5.6 1 3 .5  ナヂ 山形文. II!函網代医彼 鳳網島【.0Y83I21 に'"歯但( 1OY踊141 組砂勉"fil. :fUî. 石笑. 角関石を合む 良好 w G-l& Ø4;aOト5 27

181 1本虚舗 5.8 1 3.5 ナヂ 山陽文 恒(7.5'即/副 にぷ恒(7.5'附1" 砂艦.盤. 石J!. 角関石. !l石金舎む S亀餅 沼 。01 制迫" 5

.9 ・*II!錫 10.6 5 . ' ナヂ 山形文 に.. 積極(tOYB6l3) にぷ橿(1.5YR6/..】 a・錐.&1. a石. 石築. 角関石を会む 良負手 C-12 " ."号土抗 却摘
01 1 1車庫銀 7 . 2 1 2.0 ナヂ 山形文 にぷ縄(7.5'田/31 にぷ檀(7.STR6/4) " .石. 阻砂飽多1iI. 石舞. 角関石. ali\t含む S亀峰 羽 ，-絹 担温.(-3 31

21 ・*". 11.5 ナヂ ナヂ‘ 楠円文 明*'梅(2. 5YR5/8) 闘轟値目官U町 .�石. 継砂絵.&1. 省笑. 角関li. a石を含む 良好 C-.・ 2 区，(-1 21

n 鉢口縁 ... ナヂ 網 開 .， にぷ筒栂(1.珊/剖 にぷ前自U0YR7/41 .).石. 包砂曽31i1. 石実. 角関石. 1量右を含む 良好 咽 12位 例迫..住S震直 4

n 齢日毎 5.' ナヂ ナヂ. 繍同文 にぷ費橿(1OY眠141 闘賞包( 10m/51 砂飽lIt昼. a石. 角関石を合b S込降 C-14 t 区C-1 2O

" 鉢口緑 16. 4 ナヂ 鯛円文 回(7.5YR帥』 栂【7 町箇/81 II\.li. 1I砂敏.&1. 結集. 角関li. "石を合む 良好 C-12 1 区C-3 501

2 鉢ロ録 5.8 ナヂ 摘 円 文 岡崎I 10Y田121 にぷ飽田( lOYRØ/3) .).頃. 1iÞ1宣.盤. 石築. 角関石. ..石を舎む 良好 鴎 制迫

調 鉢口組 3.2 ナヂ 御門文 副医食栂I10Y濁/21 に」目前担I lOYR6/31 砂鎗多民. 布J!. 角関石. 曇右を合む 良好 祖 5住 副迫5住-"層

27 鉢口組 . . . ナヂ. 劇費文 術開文 にぷ"橿(lom/...) にぷ担(7.5YR7I4) 砂鍾少鍾. 石英. 角関石. 録石金合む 島僻 v ß-lS V区目.. ".. 

28 鉢口縁 ' . 5 楠円文， ナヂ ナヂ. 帽円文 にぷ極(7.5T崎刈} にぷ掲げ.sr随141 組砂IU盤. ..石. 宥襲. 角関石金会む a僻 R 領迫飼盆区得土内

29 1 .ロ餓 5 . 3 原体'"寵， 楠 円 文 網 開 文 にぷ筒口 町田，/41 にぷøUD:(1OY随/31 liÞ鑑少1iI. "石. 石義. 角関石11:舎む alf 、a か18 制組F-2 14

m ・本ロ録 3 . 1 原体長直旬 観位最盛 網 開 文 担(7.5YR7/6) にぷ.笹口側髄141 砂艦少錨. a石. 角関石\t合む 良好 ‘a 6位 制泡6位」ヒ層

31 鉢ロ. ' . 0 原体;r.fI. 傭円文 ナヂ にぷ.担(1OY筒1" に"'''橿1 10耐'/4) liÞ飽少量. 1義石. 右11. 角関石を合む S込僻 C-12 I 区(-3 1285

g 鉢口録 3.' 国体轟直. 楕 円 文 ナデ‘ 鋼 円 文 tB:(7.SYR7/'副 にぷ個(7.5'田川} 11\.JÎ. 包砂佐多1iI. 石11. 角関石. a:石舎舎む 良好 か10 1 区..5

お 齢ロ館 7.81 &体操fI. 崎 円 文 ナヂ. 摘 阿 .， にぷ髄17 副首1.， 明褐(1.5YR5/4】 ，)、石. 1iÞ飽31i1. 右集. 角関石. 長石を企む 良好 踊 蝋趨a土
加 除口鎗 1.31 Bif体'"蝿. 山車文. 十ヂ 鯛円文. ナヂ 担(7.5'珊/61 に'"個11.5Y!514】 砂111少盆. 石築. 角関石. a石金含む 良好 C-13 1 区C-2 4

35 1 1本虚飾 1 . 0 1 4 . 1  ナヂ 網開文. ナヂ にぷ食縄 I 10Y随/31 にぷ.II!(泊施温1.， 砂111少1iI. 寝袋. 角 関石. 長石金合む 良好 N3 1 区:C-2

お 跡盗傷 6 . 6 1  2 . 3  ナ ヂ 網 開 文 にぷ食鐙I10Y筒/31 にぷ銅盤U8Y16/4) 包liÞ肱4隆盛. 曇石. 石11. 角 関石金会む 良If E C-12 1 区:C-3 167

37 鉢口健 5.3 ナヂ 倫 子 闘 文 '"掲げ 5YRS/2) 反栂(1.5Y官:4/21 包liÞ健多1iI. 1量石. 石英. 角 関石金合む 良僻 、幅 ル19 制緩lG戸2 43

38 1 1窓口鰻 ' . 5 ナヂ ..11 文 阻(1.5YR7/5) 反褐(7.5YR4/21 砂蝕少&1. 石実. 角関石. 長石を含む 良好 I C-11 I 区:C-4 947

38 1 1窓口保 ' . 2 ナヂ 鶴a詩文 にぷ栂(7. 5Y踊1" 掲げ.5YR4/3) 砂'1II"1il. 石英. 角関石. 1毒宥を，H， t込僻 羽 0-17 輔副.5 29

.. 鉢口組 7 . 3 条直 IlI1!‘ 口層制目 世(7.5Y随161 明掴17圃SY臨161 liÞ鑑少1iI. 石英. 角関石. aliを含む S込鮮 1 C-11 E 区C-4 19沼

.. 跡目録 5.31 4隆也 条fI. ロ層網目 橿17 町町/61 闘車栴(2.5Y!516) 砂雄少僅. 石舞. 角関石. 長石を含む alf E C-12 I 区C-3 146

位 体口組 3.9 ナヂ 俗信条録文 にぷ橿(7.5YR6!4) にぷ担(7.5Y1蝿14】 ，)，唱 . 包砂鎗多錨. 石11. 角関石. 鏡石金会む S込If 留 制'21 輔副.. 

43 ・*111錫 4 . 4 1 3 .3  ナヂ 象II!文 明1>旬{町151" に'"掴(7.5JRS!3】 ，�石. 包鯵鐘31i1. 石鍵. 角関石. 袋右を含む 底解 E '，5 E区... ・

伺 跡目縁 35" 7.7 原体轟fI. 山揺文. ナヂ ナヂ. 山JII文 にぷ質量U0YI6!4) 反負傷I 10Y闘/21 阻砂絵少&1. 1毒石. 石英. 角関lilt合む 良好 明 S住 剖迫S住
.. 鉢口鰻 35.0 " . 1 車体像II!‘ 楠円文‘ ナヂ 繍 門 文 にぷ貧鋤UOYR4/3) にぷ貧睡U0YR6/41 1iÞ1II'"盤. 石集. 縄開石. 袋石を舎む 良好 咽 H-16 制適... "

.. 鉢ロ縁 舗 a 29.41 .. a隆司区 縄<1.511413) に-"栂17.町随141 砂雄"'1量. 省11. 角関連1. :11石舎含む alf 国 E-11 皿区E-4 2(町

47 1 .ロ縁 14.8 ナヂ. 指鼠値 ロ層貼付、 凹飽文、 ナヂ に'"貧IJ:UOYI7/4) に'"栂17咽5YR5/4) 砂1111惨健 石11. 角関石. a石"舎む 良好 咽 H.舗 制組砕6 2

.. ・Sロ. 5.8 ナヂ 日明樟<<. 田副文 反•. 禍( lOYIS/2) にぷ貧縄UOYR5J3) 1iÞ1II'"量. 石漢. 角関石、 長石. 別冊石を合む 良好 祖 自..， 制温H"

.. 鋤鹿穆 1 1 . 2 1 6.2 ナヂ ナヂ. II!置本自信根底復 腐食相 聞16121 にぷ..UOYR7I31 ，�石. 砂鎗.1iI. 高賓. 角関宥‘ a石を舎む 良好 w S健 制迫S住北箇上層

関 陣口. 5.0 ナデ. ナヂ. 阿膚蹴付興組 民負傷札価随/21 凪褐I10Y阻/21 砂勉少1iI. 石英. 角関石. a石を合む 良好 羽 H-" 94i11H 

51 鉢口雄 3.7 ナデ ;r.協の上ナヂ司 口唇下禽帯 にぷ極(7.sYI櫨141 に"'*'冊(sYR5/4) 砂勉徹底. 石英. 角関右. a<i. .母を合む 良好 羽 旭住 鈍迫2・位土層

招 -ロ鋤 7.0 へ，m' " ‘11U' " 情旗"四:411) 民黄禍( lIIYIW2】 砂敏少鑑. .者関宿. 長石を合む 良好 w S住 倒.6健 n
国 棚跡目録 訂 7 1 12 .2 ... ，u' " ... 'ur ... 凹...隆司 同峰神点文 情民(10114/1) 縄民U0YI4/11 liÞ勉少量. 石11. 角関石. 1菱石. 書憶を舎む a好 明 G-16 制迫Bト-5 15

54 1 0ロ. 4.71  .... ;tr キ ..nr 主 凹... 鳳縄( lOYR3/l) 凪褐C10YR3!U ‘.111少&1. 石11. 角関右. a右を含む S是好 鴎 制泊

弱 採鉢ロ・ ι 2 ナヂ .. 'Hr 私 闘・141隆. 民信仰点文 に'"貧IlUOY鶴/31 灰負傷U0YIS/2) IiÞIII少ra. 石11. 角関石、 暴石. 8."含む 奥野 酒 1m 制迫15位計ド 肉

騎 観鉢ロ飴 3.91 ";Uf 帯 .. ;!r 私 凹鶴41l. 国量押点文 にぷ費量UOY町141 厩貨縄1 l0Tl5/21 "111微量. 石11. 角関石. 長石. 8.f:'含む 良好 酒 E←21 制組，.. 

57 厚鉢口量 '.5 ナデ .. nr t にぷ負担"明町!4) '"鍋縄( IOYRS/21 砂絵少鑑. .司関石. 長石. 8."*む 良好 E C-11 I 区c-・ 1田4

縄 開跡目縁 18. 2 1  9 冒 7 nヲ!f t 偽予Ir t 民貨禍"町田121 皮質縄UM踊121 砂健�&I. 石実. 角関宿. :B:.Ji'. 8.を合む 良好 ‘置 "・17 悦迫1-6 12

調 揖鉢口轟 8.41 "慌の土ナヂ 条衝の土ナヂ にぷ包(7. 5f眠刈》 縄民<7.5YR4/U IiÞIII.ra 角関.Ji'. :B:宥を合む 良好 t C-12 I 区C-3 128‘

01 1 8鉢ロ. 6.21 <<:直の土ナヂ a隆副館の土ナデ に...・UO四7/4) にぷdt&luom/3) 4 石. 包砂肱s・ra. 石実. 角関右. a石e合む 良好 I C-13 I 区'-2

61 1 .事ロ. 5.4 1 <<:.の上ナヂ 象般の土ナデ に』目前檀(10m!，，) にぷa.uOT眠141 砂蝕少&1. 石実. 角関右. 長宿舎合む 良好 E 8-12 I 区..3

a唖qd

 



第E章 調査の成果

第5表 出土縄文土器観察表 (2)
遺物 日雀径 現.. 岡 敏 色 調 国在 "1士

鶴 帽 飴 イk 使峰 取上番号 伺 �
番号 ( ，皿} 【 ，.) 【 内 面 h { 鼻 面 } t 内 面 } { 件 直 } K 地点

日 間鉢， ，" 7 . 3  条鹿の上ナヂ 4長筑 前民(2.5YR4!1l にぷ曲胞nOYR7I4) 砂位多量 li英、 角 関:{Î. 長 "lÎ. 宮崎を合む S込M 咽 G-21 94迫 1 -5 13

国 風跡 ， ， " 7.0 ナヂ 長晦の10十ヂ にぷ前抱( lOY附/41 に品質帽( 10YI6/3) 小石、 組砂位多血 角閃1; 量iit-合む JHI I l C-13 1 (司: (-2

.. 慢跡"" 7.3 十デ a提唱駆 但(7. SY随/61 "'禍(7. 5YR4f2) 砂靴�a. "lÎ莞 角関石‘ 昆"lîを舟む á" I B・12 1 [1(8-3 

65 揮"，1 1組 7 .31 *直の上十ヂ 像情 禍阪( lOYR5/11 にh'向栂( JOYR7I4) 砂粒 多 量 石 英 民1i 曾母をftむ 良if 附 94iO.上層

66 揮齢"" 5.71 *Q\の上ナヂ a除機 に』民向栂 UOYR6/4) にぷ簡檀C lOYR6/31 砂位多量、 石英， 角関1;. 長1;. n母を合む á" v 8-15 VI1l:H-O 2.羽l

町 揖齢"雌 '.2 条痕のよナヂ 条痕 胤 ( IOYR211) に""時措( IOYR6/4) 砂粒少Iil. ii英 角閃訂 昆ii 軍陣を合む á" I I S-12 1 [>(8-3 1324 

園 調齢 ， ，" 1 1 . 0 条債の上ナヂ 長値の上ナヂ にぷ歯檀( 10VR1IJ) 民，'1 12. 5Y8/2) 砂粒φ量、 1i英、 量1;. 11:母を合む áOl \Q H-21 94迫1-6 15

同 揖僻 ， ， " 5.1 1 *痕の上ナヂ a隆司際 にぷ蹟恒( l0YR7/3) にぷ飽栂C lOYR7J3】 砂組組il. ii英 両閃石 最右をftむ Sミ・4 咽 13住 94泡13住 5

70 1 11鉢"峰 6.3 ナヂ a長官民 にぷ黄値目前町/3) にぷ曲阻( IOYR7I4) 砂粒少鼠 向閃1i 長石を舟む á" VI か)9 担迫6・2 35 穿孔1

7l l &l!跡"睡 5 . 5 条恨の上ナヂ ナヂ にぷ償砲( !OYR6/4) "'債蝿(IOYR412】 砂世少量 石英、 角間百 長iiを合む 良W 咽 •• 94追..上層 穿孔途"'2

72 毘跡".. 4 .7 1 ....;:.
.

ー a隆司直 鳳縄1 10田/11 凪栴( 1000/1) 砂粒位置ー 石英 量" を告む "" '" 測-20 制迫8-6 P-7 

73 摺鉢".. 7 .5 儀慎 a陸自医 にぷ前植( IQY稲川} に""阻(7.5YR6/4) 砂位少量、 ，;英‘ 角間石‘ 民，;を作む 良tf I V VIJ(H 

" 回鉢"雌 5 . ) 象協の上ナヂ a隆司鹿 にぷ抱(5YI6/4) にh'担(SYR6/4) 砂粒少量 1;英 向 閃，;‘ 昆hを合む 島M w &-17 ..迫[-5 22

75 母体"障 6.5 条壌の上ナヂ 条祖医 にぷ惜(7，5Yin/4) に""悶(7.5Y陪/3) 砂粒多lil. 1i英 量石を舟む "" 1 ( - 12 I [Uf.} 士坑 却E且

指 揮鉢".. 7 .3 最寵z ナヂ "屑陥拠榊‘ '"痕の上ナデ にぷ掲げ 5y陥/3) にh'前掲( lOYR4I3) 砂世少量、 石英ー 角間1; 員hを作む 良好 n '-6 11 [:(8-8 

77 理鉢"館 . . . 十ヂ 剖 日 割栴2染色 ナデ にぷ褐(7.5YR5f4) にぷ指摘CZ. SYR4/4) 砂粒少量 訂英 向閃石、 長1i， 宮崎を舟む E込" 湘 8-21 94迫1-6

78 摺跡"雌 3 . < ナヂ 刺 U 拠<11)晶、 ナデ .，�禍UOYR1!6) 胞(7 .5YR7I6) 砂位多量， 長1iをft" 良" ロ '-7 I1 Þ(C-7 

79 櫓鉢日蝕 ' . 2 へ予!n ....Hf t 枕観1"'. 世松市部に押点 掲!-K(7.5YR5/11 にぷ曲担( IOYR7J3) 砂粒少量、 " 英 向閃h‘ 員h‘ 宮陪をftむ "'" VI [-16 "迫Dト3

卸 踊齢H鼠 1 . 3 へヲ!t" t ";!jo" 位鴎l条 島正賞禍( IOYR4/21 縄民I IOYII4/lJ 砂位少量 角関" 長" 富崎を合む 良・4 I I B- l l  1 1(8-4 

81 櫨跡".. 3 . 1 へ予:Jo ー "1!t' ー 円陣I条 踊艇HOYR4fl) 民簡悔( lOYR5/2) 砂位少量、 li英‘ 向閃:(1-. !Hiをft" "" 1 IC-12 I I:(C-3 213 

陸 自跡"齢 3.3 へ予!.ft サ!f t lurlU条 縄民【7.5YR5f1) 脱帽(7. 5Y陥/2) 砂防少凪、 ，;襲、 角間h、 H-li 宮崎をft" ''''' 1 r C-13 1 (:(C-2 

国 組鉢".. 4.0r "予!n ヘラ" 耳 怯副I条 阪霞(2.5Y512) にぷ前掲( 101稲川 砂粒少量 角関i. 員h 霊母を合む "" 、1 か19 倒迫6・2 7

.. 揖齢H鼠 4 ， 21 "ラ;n ..，!.' t 阿副1条 町民前(2.5f512) 曲肱(2.5YK5/1J 砂粒少量 長，;を合む JiUf 1 D 自 民
面 温肱"峰 6 . 2 ヘラif\ 叶U' \. 枕線1'" 町制-í (5Y413) 隔制-1' (5Y5f2) 砂粒極量， 石 英 向閃石、 長hを合む 良" (-12  1 [;>((-3 

86 挽齢"" 3 . 7 へ予!b' l 叶!f 札 枕観1*' にぷ掲げ 5YR6/31 叫陪C7 ，5YH51Z1 砂粒少Ja， 7i纂 向 閃，; 民1i 冨時を合む t込" vl 4tt 制""住

lfI 檀齢"10 盟 5 1 4 ， 2  へ予:.. ヰ ..m' l. M臨1長 眼健禍11即時121 自民憤禍( 1DY蹄/21 砂粒少量， 石英‘ 向 閃，;‘ 長￥i‘ 雷母をftむ 良11 C-IJ  1 [>((-2 

朗 自齢1 1融 '.2 へ予in ヘヲ;�' " [�]凪l条 民黄禍( lOYR51Z) 禍民( !OYWI) 砂粒少量、 量h、 右翼を"む 良" E '-5 o [>(B-9 

四 極齢"" 3.7  へ予!t' l サ!" l. 詑a副長 にぶ蹟恒( }OYR7I4) 禍肱:OOYR4!I) 砂靴少量 石英 角閃，; 民事E 宮母をftむ 良" 、， 0-19 94迫G-2 38

.， 檎鉢"緯 3.2 ヘラU' ヰ ";U' キ 民判ーí {5Y5f2) 前!1d2 ， 5Y削11) 砂粒骨量 石英、 向閃石、 島7i を合む 良好 n (-6 ß!i(O-B 

91 祖鉢"" J，41 .. ;!r l. 口組提搭 へ予"・ ヰ 凪掲(00011) に""簡略( 10YRS/31 砂粒種量 長石‘ 角関，; 霊母を合む "" w '-2 1V1>(D-12 2259 

虫 歯鉢".. J.2]  .. m' l. itliQH量 サ;t' t 桂昌1'" 崎氏賞(2. SYSIZI 聞阪前(2.514/21 砂粒障量‘ 石英‘ 角関石、 民，; 宮母を骨む 良� ] V  Vf>{J' *' "穴揖乱

田 温僻"" 21 . 0 1  5 . 3  .. ;;..
，. 詑観"島 .. ;:.

.
\. 比凪1'" 庇貴簡( 10YRSIZI に..筒栂00'阿古川} 小石、 砂粒少量、 11蔓‘ 量，; 霊時を合む "" 、直 4住 94迫4住北東上回

.. 踊跡"10 ヨ1.' 4 . U ..: Ht' 札 詑臨1最‘ ナヂ ";U' 札 詑観l 条 民前掲( lOYR61Z) 踊脱1 1白Y刷/1) 砂粒少量‘ 石 英 向閃，; 民1;. n却を合む "" 羽 3位 .. 迫l住床直 B

0; 盛跡日量 お B 2.61 ":H" \ へ予!t' l "'筒掲1 10日5/2) 債脱(2.5YH�1lI 砂組担E 長石 向閃hを合む Sミ" W '-3 1V区(- 1 1 20描7

.. 歯鉢"鼠 3.0 へ予;n 内争lt' l 庇歯掴( lOYRSIZ) 院前掲C I0YR5/21 砂位 多 lil . 石 英 ー 角閃li 量li 宮崎をftむ "" 四 '-22 制退)-6

'" 檀齢"10 3.9 ヘヲ"・ 4 "7U' \ tH 畑 (SY3121 附h足首(2.5Y412) 砂tUllil. fi英 伺閃石 長1;. n母をftむ 良h子 1V (-1 NI:(D-IJ 21刷

98 描齢口踊 4.31 ";:t' 1. 枕箇I豊島 ..;!�. ー 版栂C7.5YR4I21 筒民17.5Y制/1 1 砂位融母、 長石、 冨母を合む 良好 vl 4住 "迫4住北東 上回

99 11本胴麟 ナデ ナヂ、 沈崎文 にぷ禍(7. 5YIl5/3) にぷ栂C7，5YR6/41 hI砂粒 多 鼠 J:H;、 石英 "閃1iをItむ 良好 vl 0-19 94迫6・2 15

100 ・..... . . . ナヂ ナヂ 枕崎文 にぷ栂(7. 5YR6!4) にぷ幅(7.5YR5/JI 砂純多量‘ 石英 角関石幅 員石， 宮母を合む t益金子 \. ，-初 94泊�"-ti P-IO 

101 齢岡田 へ予!f キ サ!t' l 縄民(IOYH4!l) にぷ倒恒( lOYR6!4) 砂粒多量 石英、 角関石ー 量 lîをftむ 良好 w H-17 94迫'-< 1

102 鉢底郎 8，61 2.8 ナヂ ナデ に""貨抱C lOY附/3) に""憤担( 10Y蹄1-41 阻砂粒多量. Jl石 ，;英 向閃石， 宮崎を舟む 良1/ 日 '-5 日{>(C-g

1ω ..'"館 9.21 3 .9 ナデ ナデ にぷ貧血(IOYRfi!4) 阻C7 .5YR7/6) 砂粒�lil‘ 石英 角関石 是正;. 軍陣を合む "" VI 4住 .. 迫4住 9

l制 .."' .. 9 . 4 1 4 . 1  ナヂ ナヂ にぷ置(7.5Yi6/4J に""阻17 割前'" 砂阻多lil. 石 英 角閃石 量，;を合む "" v 町一15 V[:毛細-0 2<<2

"" ・.'"館 9.81 2.7 ナヂ ナヂ 民前掲( lOYRSIZI に」民胞17 剖116/4) 砂位多lil. 石英 向閃，; 量，;を作む "" 1V '-1 町[>{C-IJ 2176 

106 鉢鹿島 9.81 3 . 4  ナヂ ナヂ 檀(1.5m/'耐 にぷ担(7.5Y11714) 砂粒多量 石英 角関石‘ 長石を合む ，，1/ \11 '-20 g凶迫t←6

107 1 1本虚飾 12.8 3 .' ナデ ナヂ 』こぶ蹟担OOYR6/J) に』戸前恒( IOYR7I4) 'J'li咽 阻砂粒多量句 石英ー 的関石、 長引を合む 良好 l C-IJ " 正C-2 15

108 鉢阜鰐 12.2 3.9 ナヂ ナヂ にぷ檀15Y附1<1 時'"悔15Y陪161 砂I'!多量 石 英 角閃石 民石 官母を合む "" (-12 I 匹7号士坑 却17

1団 体車問 13 ‘ 3 .7 ナヂ ナヂ 栂(7.5Y随16) 明白崎( lOY師(6) 砂位多量、 訂英、 角関�i. 員ii. 冨母を含む "" 咽 '-20 "迫H-5 19 
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第2節 縄文時代の遺構と遺物

5 石器 ( 第23"""39図 )

調査区か ら 出 土 し た縄文時代の 石器の う ち 、 主要な遺物144点 を 掲載した。 以下、 器 種ご と に、 特徴につ

い て 見て い き た い 。

な お 、 それぞれの 遺物の 計測植 に つ い て は、 「出土石器 観察表 J ( 第 6 、 7 表 ) に ま と め て い る 。

右鯨 ( 第23図 1 .....，第24図28、 30 )

石織は、 29点出土 した。 石材 と し て は 、 黒曜石製が18点、 チ ャ ー ト 製が 3 点、 安山岩製が 8 点 と な って い

る 。 出 土 し た石畿は、 すべて無茎 鎌に あ た る が、 その形状に よ って 、 正三角 形を呈す る もの ( I 群 ) 、 二等

辺三角 形 を 呈す る もの ( 11群 ) 、 そ の 他の 形状の もの ( m群 ) の 3 種類 に 分 け ら れ る 。 さ ら に 、 基部の形状

の特徴か ら 、 平 基の もの ( A類 ) 、 V 字状に浅い扶 り が入 る もの ( B類 ) 、 U字状に扶 り が入 る もの ( C 類 ) 、

深 く扶 ら れた長脚の もの ( D 類 ) に 分 け る こ と がで き る 。 こ の う ち 、 実際に出土 し た の は 6 種類で、 IIB類

が11点で一番多 く、 次いで IIC 類が 6 点、 IIA類が 3 点出土 し て い る 。

IIA類 ( 1 """ 3 ) 

平 基で 、 二等辺三角 形 を呈する 石 鎌で あ る 。 3 点出土 した。 2 は先端 と 下半の 一 部、 3 は上半 部を それぞ

れ欠損 し て い る 。

IIB類 ( 4 .....，1 1 、 13"""15 )

二等辺三角 形で、 基部に V 字状の浅い扶 り が入 る 石織で あ る 。 11点出土 し て い る 。 11、 13は小型の石畿で

あ る 。 7 は調整が 中途で終わ って お り 、 製 作に 失敗 し たか、 製 作途 中 に何 ら かの理 由で放棄 さ れた 未完成品

と 考 え ら れ る 。 6 、 7 、 8 、 13、 14は素材 剥片の 剥離面が一 部残 って い る 。 ま た、 15は側縁が 内智気味 に な

って い る 。 な お 、 6 、 8 、 9 は上半 部、 14、 15は先端 部を欠損 し て い る 。

I C 類 ( 17 )

正三角 形で、 基部が U 字状に挟 ら れた 凹 基の石 鎌で あ る 。 側縁は下半 部で 内側に 変化 し て い る 。 ま た、 左

脚 部を 欠 損 し て い る 。

IIC 類 ( 16、 18"""22 )

二等辺三角形で、 基部が U 字状に挟 ら れた 凹 基の石織で あ る 。 6 点出土 し て い る 。 側縁が直線に な る もの

(16、 18、 19 ) と 、 下半 部で 変化 す る もの ( 20 ) 、 外轡気味の もの ( 21、 22 ) があ る 。 19は長 さ 3 .4 cmの大型

の 石鍍で 、 直線状の側縁を 持つ。 20 も長 さ 3 . 4 cmの大型の石 鎌で 、 側縁は下半 部で 変化 し て い る 。 な お 、 19

は先端 部、 18は脚の 一 部、 20、 22は先端 と 脚の一 部を、 それぞれ欠損 し て い る 。

IID 類 ( 23、 24 )

二等辺三角 形 を 呈 し、 基部が深 く扶 ら れて長脚 に な る 石 鎌で あ る 。 2 点出 土 し た 。 23は側縁が直線状で、

先端 と 左脚 部を 欠 損 し て い る 。 24は側縁が外轡気味で、 先端 部を 欠 損 し て い る 。

mc類 ( 27 )

基部が U 字状に扶 ら れ た 凹 基の 石 鎌で あ る 。 側縁が上半で角 を な し て 屈 曲す る 特異な形 を し て い る が、 E

C 類の 先端が折損 し た もの を再加工 し た もの と 考 え ら れ る 。

所属不明の石 鎌 ( 12、 25、 26、 28、 30 )

欠 損等 に よ って 、 分類で き なか った石鍛が 5点あ る 。 30は調整が中途で終わ って お り 、 未加工品の可能性

があ る 。

右錐 ( 第24図29、 31"""33 )

石錐は、 4 点出 土 した。 いずれ も黒曜石製で あ る 。 不定形の 剥片の 一 部を加工 し て錐 部を 作り 出 し、 は っ

き り し た つ ま み部を 持 って い な い もの ( 31"""33 ) が多い。 29は細身の棒状で、 断面は半円形で あ る 。

po
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第H章 調査の成果

右匙 ( 第25図34、 35、 第26図42 )

石匙は、 全部で 3 点出 土 し た 。 34、 35は黒曜石製、 42は 安山岩製で あ る 。 34は横型石匙で 、 調整が一部に

と ど ま っ て い る 未加 工品で あ る 。 35は 縦型石匙で 、 左側側縁を欠損 し て い る 。 42 も縦型で あ る が、 調整は縁

辺のみで、 素材 剥片 の 剥離面がかな り 残 っ て い る 。

削器 ( 第25図36 "-'41、 第26図43 "-'48 )

剥片の 側縁部 に連 続的に調整を加 え て作 ら れた 刃部を 持つ石器 を削器 と し 、 12点 を 掲載し た 。 大型の もの

(43 "-'48 ) と 小型の もの ( 36 "-'41 ) に 分 け られ、 石材 は、 大型の もの はすべて が 安山岩、 小型の もの は 安山

岩 ( 37、 38、 40 ) 、 黒曜石 ( 39、 41 ) 、 チ ャ ー ト ( 36 ) で あ る 。

挟入石器 ( 第27図49"-'55 )

石器本体の一部 に扶入加工に よ る 轡入部が見 られる も の で 、 7 点 を掲載 した。 いずれ も黒曜石製で あ る 。

49は右側縁に智入部があ り 、 表裏両面か ら 調整が行われて い る 。 50、 51、 54は左側縁に轡入部があ り 、 裏面

か ら の 片面調整が行われて い る 。 52は右側縁に轡入部があ り 、 表面か ら の 片面調整が行われて い る 。 53、 55

は左側縁に表面片面調整の轡入部が あ る 。

二次加工の あ る 不定形石器 ( 第27図56"-'第28図66 )

こ こ で は11点 を 掲載 し て い る 。 石材は、 56"-'59、 61 、 63"-'65が黒曜石、 60、 66が粘板岩、 62がチ ャ ー ト で

あ る 。

59、 65は 剥片の 両側縁に調整 を加 え て突出部を作 り 出 し てお り 、 石錐の 未加工品の 可能性が あ る 。 ま た 、

57は一部 を折損 し て 全体の形状は不明で あ る が、 石錐の つ ま み部の可能性があ る 。 58、 62は一部 を折損 して

い る が、 調整の特徴か ら 石 鎌の 一部の 可能性が あ る 。 60、 66は粘板岩の片側側縁に調整痕があ る 。

打製右斧 ( 第29図67 "-'第30図75 )

打製石斧は、 9 点出土 した。 石材は多 くが砂岩で あ る が、 72は 安山岩、 75は片岩で あ る 。 ま た、 形態は両

側縁が ほぼ平行な 短冊形 ( 長方形 ) の ものがほ と ん ど で あ る が、 上端の小 さ い擁形の もの も1 点 ( 68 ) 出土

し て い る 。 68、 70、 72、 74、 75は表面に礁面を残 してい る 。 ま た 、 70、 73 "-'75は下半部 を 欠 損 し て い る 。 74

は大型の打製石斧で あ る 。 75は素材 剥片の縁辺調整の途 中で放棄 さ れた 未完成品で あ る 。

車製石斧 ( 第30図76"-'79 )

磨製石斧は、 4 点出土 し た 。 76は蛇紋岩製の小 型片 刃石斧で、 基部 を欠損 し て い る 。 形態は棒状で 、 全体

が研磨 さ れ、 主面 と 側面の境 に小 さ な稜を 持つ。 77は蛇紋岩製の 小型両刃石斧で あ る 。 刃部のみの破片 の た

め、 全体の形は不明で あ る が、 側面 も研磨 さ れて い る 。 78は砂岩製で 大型の両刃石斧で あ る 。 刃部のみの破

片で、 全体の形は不明で あ る 。 断面は楕円形 を呈す る 。 丁寧に研磨 さ れて お り 、 側面の一部に は調整痕 を残

し て い る 。 79は小 型石斧の 基部の破片で 、 蛇紋岩製で あ る 。

右皿 ・ 台右 ( 第31図80 "-'第32図87 )

8 点 掲載した。 いずれ も大型の肩平な石で、 表面に 凹状の磨痕や敵 き 痕 を 持つ。 82、 83 を 除く6 点 は一部

を欠損 し て い る 。

磨右 ・ 敵石 ( 第33図88 "-'第35図107 )

20点 を掲載し た 。 石材は 凝灰岩が多 く、 砂岩が こ れ に 次ぐ。 形態は肩平 な 円 盤状の もの ( 88、 90 "-'94、

100、 101、 104、 106、 107 ) 、 卵状の もの ( 89、 98、 99、 102、 105 ) 、 棒状の もの ( 95 "-'97 ) 、 その他不定型な

もの ( 103 ) に 分 け ら れ る 。 94、 95、 107は一部を欠損 し て い る 。

棋形右器 ( 第36図 108"-'第37図 125 )

向かい合 っ た 2 辺の縁辺部 に 階段状の 剥離痕が対に な る 石器で 、 18点 を 掲載し た。 チ ャ ー ト 製は 1 点の み

( 119 ) で 、 残 り はすべて黒曜石製で あ る 。 上下両端 に 対 向す る 剥離痕が あ る もの ( 108、 109、 1 1 1 "-'113、
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116、 120、 123 "'125 ) 、 両側縁 に 対 向 す る 剥離痕があ る も の ( 115、 117、 118 ) 、 上下両端 と 両側縁に対向す

る 剥離痕が あ る もの ( 110、 114、 119、 121 、 122 ) に 分 け ら れ る 。 108、 118は下部、 119 "'124は側縁の 一部

に折れ面が あ る 。

使用痕の あ る 剥片 ( 第38図 126 "'138 )

縁辺に 刃 こ ぼれ状の使用痕が残 る 剥片で、 13点 を 掲載 した。 石材は127がチ ャ ー ト 、 138が 安山岩で 、 残 り

は黒曜石で あ る 。 両側縁がほ ぼ平行 し て い る 刃器状 剥片 を使用 し て い る も の ( 129、 131、 133、 135 ) と 、 そ

れ以外の不定形 剥片 を使用 し て い る も の の 2 つ に 分 け る こ と がで き る 。

右核 ( 第39図139 "'141 )

こ こ で は 3 点 を 掲載 し て い る 。 139は 安山岩、 140、 141 は黒曜石で あ る 。
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そ の他の石器 ( 第39図142、 143 )

142は棒状の黒曜石の縁辺 に 調整 を施 し た用途不明の石器で あ る 。 下部 を 欠 損 し てお り 、 錐的な使われ方

を した可能性が あ る 。 ま た、 表面の一部 に研磨痕、 裏面に は煤状の も の が付着 し て お り 、 装着 に伴 う 痕跡で

あ る 可能性が あ る 。 143は俗 に 「 ト ロ ト ロ 石器」 と 称 さ れ る 石器で あ る 。 チ ャ ー ト 製で 、 先端部は丸 く 、 脚

部に角 状の突起を持つ。
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第E章 調査の成果

第6表 出土縄文石器観察表 (1 ) 
遺物 器 種 石 材 長さ 幅 厚さ 重さ 調査 出土 取上番号 備 考
番号 ( cm) ( cm) ( cm) ( g )  区 地点

l 石鍛 黒曜石 2 . 5  1 . 3  0 . 3  0 . 9  四 8-16 94迫0-6 14 

2 石鍬 黒曜石 1 . 9  1 . 3  0 . 3  0 . 8  1 I C-12 I 区C-3 397 先端、 下半の一部欠領

3 石鎌 安山岩 2 . 0  1 . 2  0 . 4  0 . 9  1 1 8-11 I 区8-4 1528 先端部欠損

4 石鍛 県暇石 2 . 0  1 目 5 0 . 3  0 . 8  咽 G-20 94迫8-5

5 石鎌 チャー ト 2 . 3  1 . 4  0 . 3  0 . 6  V 8-15 V 区8-0 2429 

6 石銭 安山岩 1 . 7  1 . 9  0 . 3  1 . 1  1 1 0-10 I 区0-5 上半部欠領

7 石鎌 黒曜石 2 . 3  1 . 6  0 . 4  1 . 6  VI 4住 94迫4住上層 未成品
8 石鎌 安山積 2 . 8  2 . 0  0 . 6  2 . 6  1 I C-13 I 区C-2 上半の一部欠損

9 石鍛 黒曜石 1 . 1  1 . 3  0 . 3  0 . 5  1 I C-11 I 区C-4 1487 上半部欠損

10 石鍛 チャ目 ト 2 . 1  1 . 6  0 . 5  1 . 0  W C-l W区0-13 2209 

1 1 石鍛 安山治 1 . 8  1 . 6  0 . 3  0 . 4  1 I C-11  I 区C-4 1931 

12 石鍛 安山岩 1 . 2  1 . 4  0 . 3  0 . 4  II 1 8-5 E 区C-9 先端 と 脚の一部欠損

13 石鍛 黒曜石 1 . 7  1 . 2  0 . 3  0 . 3  86 94迫

14 石鍛 黒曜石 2 . 4  1 . 8  0 . 3  1 . 1  咽 5溝 94迫5溝 先端部欠損

15 石鎌 黒曜石 2 . 0  2 . 2  0 . 5  1 . 4  VlII G-20 94迫8-5 先端部欠損

16 石鍬 黒曜石 1 . 7  1 . 4  0 . 3  0 . 4  四 G-22 94迫)-5上層

17 石鍛 黒暇石 2 . 0  1 . 4  0 . 3  0 . 6  E E 区 左脚欠損

18 石鍛 黒噸石 2 . 2  1 . 8  0 . 4  0 . 9  V V 区 脚の一部欠損

19 石銭 チャート 3 . 4  1 . 9  0 . 5  1 . 3  四 4溝 94迫4構北側周辺 先端部欠領

20 石鍛 黒晒石 3 . 4  2 . 6  0 . 6  3 . 1  羽 4住 94迫4住上層 先端 と 脚の一部欠損

21 石鍛 黒曜石 2 . 5  1 . 7  0 . 6  1 . 6  咽 G-22 94迫)-5

22 石鍛 黒曜石 1 . 8  1 . 3  0 . 4  0 . 6  1 I C-11 I 区C-4 1482 先端部欠損

23 石鍛 安山岩 2 . 9  1 . 7  0 . 4  1 . 4  咽 G-21 94迫 1-5 先端 と 脚の 一部欠損

24 石餓 安山岩 1 . 4  1 . 5  0 . 4  0 . 6  羽 14-17住 94迫14-17住上層 先端部欠損

25 石鍛 黒曜石 1 . 7  1 . 7  0 . 4  0 . 9  VI 4住 94迫4住上層 先端 と 脚部欠損

26 石鍛 黒曜石 1 . 3  0 . 9  0 . 2  0 . 2  E E 区 下半部欠損

27 石鍛 黒噸石 2 . 2  1 . 8  0 . 3  1 . 1  四 94迫 E 区 先端部再生

28 石鍛 安山告 2 . 3  1 . 3  0 . 4  1 . 2  1 1 8-11 I 区8-4 1547 先端 と 脚部欠損

29 石錐 黒曜石 1 . 7  0 . 7  0 . 4  0 . 6  羽 3住 94迫3住南東上層 先端 と 基部欠煩

30 石鯨 黒曜石 2 . 0  1 . 5  0 . 7  1 . 6  E E 区排土 未成品
31 石錐 安山岩 3 . 4  1 . 8  0 . 8  3 . 7  1 I C-I0 I 区C-5 縁辺に使用痕

32 石錐 黒崎石 2 . 9  1 . 7  0 . 9  3 . 0  1 I C-13 I 区C-2 2030 

33 石錐 黒癒石 3 . 1  2 . 1  0 . 5  2 . 2  E A-5 E 区8-9

34 石匙 黒畷石 2 . 5  3 . 4  1 . 0  6 . 1  1 1 1溝 I 区1溝 未成品
35 石匙 黒隅石 3 . 4  1 . 8  0 . 7  4 . 1  w 94迫 E 区 未成品
36 削器 チャー ト 3 . 8  2 . 6  0 . 4  4 . 9  1 1 8-11 I 区8-4 1358 

37 削器 安山積 2 . 5  2 . 8  0 . 7  5 . 5  W C-1 W区0-13 2167 

38 削器 安山積 3 . 3  4 . 7  0 . 8  9 . 5  1 I C-13 I 区C-2

39 削器 黒晦石 2 . 6  2 . 7  0 . 7  3 . 7  VI 94迫 I 区

40 削器 安山宕 4 . 3  1 . 3  0 . 7  3 . 8  86 94迫

41 削器 黒曜石 3 . 1  2 . 2  0 . 9  5 . 2  四 8-20 94迫8-6

42 石匙 安山岩 8 . 0  4 . 6  0 . 8  37 . 8  w H-17 94迫E-6

43 削器 安山岩 8 . 9  4 . 3  1 . 9  65 . 5  VlII 14戸17住 94迫14-17住上層

44 削器 安山岩 6 . 2  7 . 2  1 . 9  82 . 5  1潜 I 区l糟

45 削器 安山岩 6 . 3  5 . 4  1 . 4  39 . 2  羽 1溝 94迫1溝上層

46 削器 安山岩 4 . 7  4 . 6  1 . 8  38 . 2  86 94迫表土

47 削器 安山岩 8 . 0  3 . 8  1 . 1  29 . 2  四 11住 94迫11住上層 先端部欠損

48 削器 安山岩 7 . 8  4 . 3  1 . 8  52 . 0  0-11 I 区0-4

49 挟入石器 黒曜石 3 . 5  1 . 7  0 . 7  3 . 9  C-12 I 区C-3 1813 

50 挟入石器 黒曜石 2 . 4  2 . 6  0 . 7  3 . 4  0-10 I 区0-5

51 挟入石器 黒曜石 2 . 3  1 . 4  0 . 5  1 . 6  VlII 94迫皿 区

52 扶入石器 黒曜石 2 . 9  1 . 9  0 . 6  3 . 5  C-1O I 区C-5 561 

53 扶入石器 黒曜石 2 . 8  1 . 7  0 . 4  2 . 0  羽 4住 94迫4住上層

54 挟入石器 黒曜石 2 . 6  2 . 3  0 . 8  5 . 2  C-10 I 区C-5

55 扶入石器 黒曜石 2 . 2  1 . 5  0 . 4  1 . 2  羽 Gω21 94迫1-5

56 二次加工 黒曜石 1 . 5  1 . 6  0 . 4  1 . 0  VlII H-21 94迫ト6

57 二次加工 黒服石 1 . 6  1 . 9  0 . 4  1 . 2  C-12 I 区C-3 1801 

58 二次加工 黒暗石 2 . 0  1 . 5  0 . 5  1 . 4  羽 94迫E 区

59 二次加工 黒曜石 3 . 2  1 . 4  0 . 6  3 . 7  1講 I 区1 構

60 二次加工 粘板岩 3 . 6  5 . 8  1 . 0  23 . 6  8-12 I 区8-3 1355 

61 二次加工 黒隠石 1 . 1  2 . 0  0 . 8  1 . 8  0-12 I 区0-3 1788 

62 三次加工 チャー ト 3 . 0  2 . 3  0 . 6  3 . 6  E A-6 E 区8-8

63 二次加工 黒隠石 2 . 1  1 . 9  0 . 5  1 . 8  C-13 I 区C-2

64 二次加工 黒曜石 2 . 1  2 . 0  0 . 5  1 . 8  I 0-11 I 区0-4 1429 

65 二次加工 黒曜石 3 . 1  2 . 0  0 . 9  4 . 3  VlII 5構 94迫5溝上層

66 二次加工 粘板岩 5 . 5  5 . 1  0 . 7  19 . 8  0-12 I 区0-3 1734 

67 打製石斧 砂宕 9 . 3  4 . 9  1 . 2  67 . 5  VlII 14-17住 94迫14-17住上層

68 打製石斧 砂岩 9 . 9  4 . 9  1 . 5  73 目 。 V V 区コf ポ ウ穴撹乱

69 打製石斧 砂岩 5 . 8  4 . 7  1 . 2  47 . 2  N W区 下半部欠損

70 打製石斧 砂岩 7 . 9  5 . 2  1 . 4  69 . 5  咽 4溝 94迫4溝

71 打製石斧 砂岩 10 . 1  4 . 3  1 . 4  67 目 。 W C-l W区0-13 2159 

72 打製石斧 安山岩 7 . 8  5 . 5  1 . 1  71 . 0  咽 8-21 94迫 1-6 下半部欠領Lーーーーー
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第2節 縄文時代の遺構と遺物

第7表 出土縄文石器観察表 (2)
遺物 機 種 石 材 長さ 幅 厚さ 重さ 調査 出土 取上番号 倒 考
番号 (叩) ( c田 ) ( cm ) ( g )  区 地点

73 打製石斧 砂岩 6 . 1  6 . 8  1 . 4  75 . 0  1 1 C-1O I 区C-5 108 下半部欠損

74 打製石斧 砂岩 12 . 4  8 . 3  3 . 6  430 . 0  83 表採 下半部欠損

75 打製石斧 片場 8 . 9  6 . 0  2 . 0  101 . 7 四 8住 94迫8住 3 未成品
76 脂製石斧 蛇紋宕 8 . 3  3 . 0  1 . 3  62 . 5  V V 区媛乱 基部欠損

77 勝製石斧 蛇紋岩 3 . 5  4 目 1 0 . 9  22 . 6  租 8-21 94迫1-6 上部欠損

78 磨製石斧 砂岩 6 . 8  6 . 3  4 . 0  218 . 9  \lII 9住 94迫9住 3 上部欠損

79 磨製石斧 蛇紋岩 3 . 0  3 . 7  1 . 0  14 . 4  1 I C-13 I 区C-2 下部欠損

80 石m 砂岩 18 . 0  20 . 6  10 . 3  3790 . 0  1 I C-11 I 区C-4 370 

81 石肌 砂岩 17 . 2  1 2 . 5  10 . 6  1750 . 0  1 1 0-12 1 1K0-31i11状

82 石皿 砂岩 26 . 2  30 . 4  8 . 0  12100 . 0  羽 8-17 94迫E-6

83 石皿 凝灰治 20 . 5  28 . 0  6 . 4  6160 . 0  V 8-15 V 区8-0

84 石皿 凝灰岩 1 7 . 3  20 . 1  1 1 . 4  4580 . 0  咽 7住 94迫7住

85 石m 凝灰岩 17 . 0  15 . 5  7 . 8  3020 . 0  羽 19住 94迫19住 3

86 石皿 凝灰岩 20 . 2  24 . 1  7 . 5  5980 . 0  羽 8住 94迫B住

87 石皿 凝灰岩 25 . 1  26 . 2  12 . 0  8280 . 0  羽 6住 94迫6住 7

樹 脂石 ・ 磁石 凝灰岩 5 . 2  7 . 0  3 . 9  231 . 0  E A-5 E 区8-9 6 

89 磨石 ・ 舷石 砂岩 5 . 9  5 . 8  5 . 2  202 . 2  \lII 1掘立 94迫1銅立 P-7

90 踏石 ・ 磁石 凝灰宕 8 . 2  7 . 4  4 . 4  331 . 8  I 1溝 I 区1溝

91 磨石 ・ 磁石 凝灰岩 1 1 . 8  9 . 8  4 . 5  940 . 0  四 8-15 94迫C-6 3 

92 磨石 ・ 敵石 凝灰岩 8 . 9  6 . 8  3 . 6  263 . 5  I C-12 I 区C-3 449 

93 鹿石 ・ 磁石 凝灰岩 9 . 0  7 . 7  4 . 5  407 . 8  \lII 9住 94迫9住 45

94 踏石 ・ 磁石 凝灰岩 7 . 7  8 . 3  4 目 4 339 . 4  咽 G-20 94迫8-5 8

95 磨石 ・ 磁石 凝灰岩 9 . 2  7 . 0  4 . 8  403 . 6  四 G-22 94迫)-5 11  

96 磨石 ・ 磁石 砂場 13 . 2  6 . 2  4 . 8  553 . 1  羽 18住 94迫18住 7

97 踏石 ・ 敵石 砂宕 6 . 1  2 . 8  2 . 3  56 . 5  I 0-12 I 区0-3 1745 

98 踏石 ・ 舷石 砂宕 8 . 7  6 . 9  6 . 0  487 . 1  \lII 15住 94迫15住 8

99 鹿石 ・ 磁石 凝灰岩 7 . 3  5 . 2  5 . 0  216 . 7  V 8-15 V 区8-0 2342 

100 鷹石 ・ 磁石 凝灰岩 1 1 . 3  8 . 9  4 . 7  640 目 。 I C-12 I 区C-3 1004 

101 踏石 ・ 磁石 凝灰岩 14 . 5  日 目 8 4 . 3  700 . 0  四 8-15 94迫C-6 6 

102 磨石 ・ 敵石 凝灰法 5 . 0  3 . 5  2 . 9  59 . 9  四 18住 94迫18住 9

103 磨石 ・ 磁石 凝灰岩 10 . 4  9 . 0  5 . 3  554 . 1  I C-I0 I 区C-5 866 

104 磨石 ・ 磁石 凝灰岩 9 . 2  9 目 1 6 目 。 700 . 0  四 5住 94迫5住上層

105 磨石 ・ 敵石 凝灰岩 8 . 0  5 . 5  ι 2  263 . 2  I C-9 I 区C-6 1856 

106 踏石 ・ 敵石 砂岩 10 . 7  7 . 0  4 . 8  516 . 0  租 9住 94迫9住 1

107 胸石 ・ 敵石 砂岩 12 . 3  1 6 . 6  5 . 0  1540 . 0  C-12 I 区C-3 1884 

108 模形石様 黒曜石 2 . 3  1 . 4  0 . 6  2 . 7  C-12 I 区C-3 467 上下面剥離痕、 下部折損

109 模形石器 黒曜石 2 . 6  2 . 7  1 . 0  6 . 6  8-11 I 区8-4 1599 上下面lJ1J離痕

110 模形石器 黒曜石 2 . 5  2 . 9  1 . 0  7 . 3  C-11 I 区C-4 83 上下、 両日.�縁剥離痕

111  模形石器 黒曜石 2 . 4  1 . 9  0 . 8  3 . 4  \lII G-22 94迫) -5上層 上下面剥離痕

112 模形石総 黒縮石 2 . 7  2 . 6  0 . 9  6 . 8  C-12 I 区C-3 1981 上下函剥離痕

113 模形石器 謀略石 3 . 0  1 . 8  1 . 2  5 . 1  W G-16 94迫0-5 上下面剥離痕

114 模形石器 黒曜石 2 . 3  2 . 5  0 . 9  4 . 3  羽 5住 94迫5住上層 上下、 両側縁剥離痕

115 模形石器 黒隠石 2 . 1  2 . 4  0 . 6  2 . 4  I 区2. 3土杭 両側縁剥陵痕

116 模形石器 黒曜石 2 . 3  2 . 4  1 . 1  5 . 3  C-12 I 区C-3 1804 上下面lJ1J雌痕

117 模形石務 黒曜石 2 . 0  1 . 9  0 . 8  2 . 5  0-12 I 区0-3 1770 両側縁事j離痕、 下部折損

118 線形石器 黒昭石 2 . 3  1 . 5  0 . 8  2 . 1  C-12 I 区C-3 6土坑 両側縁剥離痕

119 模形石器 ftー ト 3 . 1  3 . 7  1 . 6  21 . 8  I 0-12 I 区0-3滞状 上下、 両側縁剥雌痕、 一部折損

120 線形石器 黒暇石 2 . 6  1 . 9  0 . 8  4 . 1  E A-5 E 区8-9 上下面剥離痕、 右側縁折損

121 線形石器 黒曜石 2 . 3  2 . 8  1 . 2  5 . 8  VI 0-18 94迫F-2 上下、 両側縁剥離痕、 一部折損

122 模形石栂 黒磁石 2 . 7  2 . 1  1 . 2  6 . 0  VI 1住 94迫l住上層 上下、 両側縁剥離痕、 右側縁折損

123 模形石器 黒曜石 3 . 0  2 . 2  1 . 0  5 . 7  咽 4溝 94迫4満 上下面剥離痕、 左側縁折損

124 線形石総 黒曜石 3 . 3  3 . 4  1 . 1  12 . 6  1溝 I 区l鴻 上下面剥離痕、 左側縁折損

125 棋形石器 黒曜石 2 . 2  1 . 7  0 . 6  2 . 2  四 8-22 94迫)-6 上下面前j離痕

126 使用痕 安山岩 4 . 6  2 . 5  1 . 1  8 . 1  C-9 I 区C-6 1896 左縁辺に使用痕

127 使用痕 チャー ト 2 . 3  3 . 4  。 目 9 4 . 9  C-12 I 区C-3 526 縁辺に使用痕

128 使用痕 黒曜石 1 . 7  1 . 8  0 . 4  0 . 9  羽 94迫 I 区 右縁辺に使用痕

129 使用痕 黒陽石 2 . 8  1 . 8  0 . 6  2 . 8  C-11 I 区C-4 970 左縁辺に使用痕

130 使用痕 黒晒石 1 . 6  1 . 4  0 . 4  1 . 0  咽 8-22 94迫)-6 縁辺に使用痕

131 使用痕 黒昭石 2 . 5  1 . 6  0 . 4  1 . 2  VI 4住 94迫4住南東上層 左縁辺に使用痕

132 使用痕 黒昭石 4 . 0  2 . 6  0 . 7  5 . 9  \lII 94迫E区 縁辺に使用痕

133 使用痕 黒咽石 2 . 6  1 . 9  0 . 5  2 . 6  四 94迫 E 区 右縁辺に使用痕

134 使用痕 黒隅石 3 . 3  2 . 6  0 . 7  4 . 3  \lII 8-22 94迫)-6 40 左縁辺に使用痕

135 使用痕 黒暇石 3 . 5  2 . 0  1 . 1  4 . 3  咽 8-20 94迫.8-6 左縁辺に使用痕

136 使用痕 県附石 3 . 4  1 . 2  0 . 6  1 目 1 咽 G-22 94迫)-5 縁辺に使用痕

137 使用痕 黒隅石 3 . 7  1 . 9  0 . 5  2 . 4  四 94迫 E 区 左縁辺に使用痕

138 使用痕 安山岩 3 . 3  4 . 4  0 . 8  10 . 8  C-11 I 区C-4 917 左縁辺に使用痕

139 石核 安山宕 242 目 6 V 8-15 V 区H-O 2358 

140 石核 黒曙石 1 1 . 4  86 94迫

141 石核 黒畷石 19 . 6  I 区1構

142 不明石器 黒昭石 2 . 9  1 . 1  0 . 6  2 . 5  I 8-11 I 区8-4 1383 下部欠損

143 fø fø石器 ftー ト 2 . 6  1 . 6  0 . 5  1 . 5  租 8住 94迫8住上層
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第E章 調査の成果

第3節 古墳時代の遺構と遺物

1 竪穴住居跡

平成 6 年度調査 に お い て 、 18基の 竪穴住居跡が確認 さ れた。 内訳は、 羽区が 4 基、 四区が 2 基、 羽区が12

基で あ る 。 いずれの住居跡か ら も 、 土師器あ る い は須恵器が出土 した こ と か ら 、 古墳時代の住居跡 と 考 え ら

れ る 。 こ の う ち 、 四区か ら 内部 に か ま ど を持 っ た住居跡が 5 基確認 さ れた。 それぞれの住居跡の詳 し い 内 容

につい て は、 以下の と お り で あ る 。

なお、 出 土 し た土師器お よ び須恵器については、 主要な も の を 図化 して、 住居跡 ご と に掲載 し、 個別の計

測値お よ び観察結果に つ い て は 「住居跡出土土器観察表J ( 第 8 表 ) に ま と めた。

VI区1号住居跡 ( 第40図 )

百 区南東部、 E ー 13 ・ 14グ リ ッ ドで確認 さ れた。 東側の一部分は削平に よ り 消滅 し て 全容は不明で あ る が、

長軸540cm、 短軸の 残存部410cm、 深 さ 約40cm を測 り 、 方形に な る と 考 え ら れ る 。 主軸の方位は N ー 13' - E  

で あ る 。 埋土は さ ら さ ら し た 黒褐色土に少量の炭 と ロ ー ム の プ ロ ッ ク を合む。 北西部 と 南西部 に はそれぞれ

ベ ッ ド状の 高 ま り が見 ら れ る が、 あ ま り は っ き り と は し な い。 土坑Pit 1 、 Pit 2 に柱の痕跡があ り 、 長軸方

向 に並ぶ 2 本柱で あ る と 思われ る 。 ま た、 中 央部西寄 り の 土坑Pit 3 か ら は焼土が検 出 さ れて お り 、 炉の跡

で は な い か と 思われ る 。

出土 し た の はすべて土師器で、 こ の う ち、 実測可能な 9 点 を掲載 した。 1 と 2 は査 ま た は賓の 口 縁部 と 考

え ら れ る 破片で あ る 。 共 に 頚部で屈 曲 し て外傾す る が、 1 は 口 層近 く でわずか に 内脅す る 。 ま た、 2 は 内 面

に指頭痕 を残す。 3 は小型の丸底重で あ る 。 器壁は厚 く 、 口 縁は外反気味 に 聞 く 。 4 は脚付の鉢で あ る 。 最

大径は胴部上半に あ り 、 外反す る 口 縁を持つ。 5 は杯の上部で あ る 。 内外面 と も 研磨 さ れ、 口 縁がわずか に

内脅 し て い る 。 6 、 7 、 8 は いずれ も 高杯の破片で あ る 。 6 と 8 は下半部の破片で 、 裾部は屈 曲 して外側に

聞 く 。 7 は脚柱部の破片で あ る 。 9 は脚付鉢の脚部 と 思われ る 。

百区2号住居跡 ( 第41図 )

N区南側、 D ' E - 15グ リ ッ ドで確認 さ れた。 長辺440cm、 短辺340cm、 深 さ 40cmの 方形で、 主軸の方位は

N - 63' - Wで あ る 。 埋土は細か く さ ら さ ら し た黒褐色土で、 ニガ土の プ ロ ッ ク 少量 と 焼土お よ び カ ー ボ ン

粒 をわずか に合む。 土坑Pit 1 、 Pit 2 に柱の痕跡があ り 、 長軸方 向 に並ぶ 2 本柱で あ る と 思われる 。 ま た、

南側隅 にベ ッ ド状の 高 ま り が あ る 。 壁際に は壁の補強跡 と 見 ら れ る 小坑が並ん で い る 。 炉跡や貯蔵穴 と 思わ

れ る 掘 り 込みは確認で き な か っ た。 な お 、 Pit 1 の横の硬化面下 よ り 柱穴状の 土坑Pit 3 が確認 さ れた。 こ の

こ と か ら 、 は じ め柱穴 と し てPit 3 が掘 ら れたが、 何 ら かの理由で埋め ら れ、 改 め て Pit 1 が掘 ら れた も の と

考 え る こ と がで き る 。

出土土器はすべて土師器で、 こ の う ち 、 実測可能な も の は 1 点で あ っ た。 10は小型丸底の鉢型土器で 、 口

縁はわずか に 内脅 し て い る 。 ま た 、 体部径に比べて 口径が大 き く 、 口縁部の 高 さ は体部の高 さ よ り 大 き い。

百区 3号住居跡 ( 第42図 )

W区北側の D - 17 ・ 18 グ リ ッ ドで確認 さ れた。 南東隅を後世の 土坑に切 ら れ、 東側 は調査区外 に な り 、 全

容は不明で あ る が、 南北軸440cm、 東西軸の残存部370cm、 深 さ 約50cmの方形 と 思われ る 住居跡で あ る 。 主軸

の方位は N - 69' - Wで あ る 。 埋 土 は少 し し ま り の あ る 黄褐色土で あ る 。 柱穴 は位置関係や形状か ら 土坑Pit

1 、 Pit 2 の 2 本柱 と 考 え ら れ、 Pit 1 の 底 に は厚 さ 2 """' 3 cmの粘土が見 ら れた。 中 央部北寄 り に あ る 土坑Pit

3 周 辺か ら は焼土が検出 さ れて お り 炉跡の可能性が あ る 。 ま た、 北側壁際の袋 状 に 掘 り 込 ま れた土坑Pit 4

は貯蔵穴の 可能性があ る 。 東南部 隅 に はベ ッ ド状の高ま り が見 ら れ る 。
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第 3 節 古墳時代の遺構と遺物

百 区 4 号住居跡 ( 第41図 )

N区北側、 D - 18 グ リ ッ ドで確認 さ れた。 後世の土坑に よ る 切 り 合いが激 し く 、 ま た、 東側が調査区外に

な り 、 全容は不明で あ る が、 南北軸400cm、 東西軸の残存部290cm、 探 さ 約50cmの方形 と 思われる 住居跡で あ

る 。 主軸の方位は N - 83. - E で あ る 。 埋土は さ ら さ ら し た黒褐色土で あ る 。 2 本柱 と 推定 さ れ、 位置関係

か ら Pit 1 が柱穴で は な い か と 思わ れ る が、 も う 1 つの柱穴 は確認で き な か っ た。 出 土 土器は小片 が多 く 、

復原で き る も の は な か っ たが、 砥石が 1 点 ( 第61図 6 ) 出土 して い る 。

四区 5号住居跡 ( 第44図 )

W区北側、 F ・ G - 17 グ リ ッ ドで確認 さ れた。 北西部は削平に よ り 消 滅 し て い る が、 長辺920cm、 短辺850

cm、 深 さ 40cmを 測 る 台形状の 大型住居で あ る 。 主軸の方位は N - 65. - Wで 、 埋土は さ ら さ ら し た し ま り の

な い 黒褐色土で あ る 。 柱穴 と 思われる 土坑はPit 1 、 Pit 2 、 Pit 3 、 Pit 4 ま た はPit 5 で 、 4 本柱で は な い か

と 考 え ら れ る 。 ま た 、 Pit 6 、 Pit 7 、 Pit 8 か ら 、 焼土 と カ ー ボ ン を 多量に合ん だ埋土が検出 さ れ、 炉は 3 基

あ っ た も の と 推定 さ れ る 。 南側 中 央部壁際のPit 9 は 中 か ら 壷が出土 し て お り 、 貯蔵穴の 可能性が あ る 。 南

西部隅 に はベ ッ ド状の 高 ま り が 見 ら れ る 。 ま た 、 東側 中 央部に は50 X 40cm ほ ど の 高 ま り が あ り 、 上面は硬

化面で 、 回 り を小土坑が囲 む形 に な っ て い る 。 形状か ら 住居の入 り 口 に伴 う 何 ら かの施設の跡で は な いか と

考 え ら れ る 。

出 土 し た の はすべて土師器で 、 こ の う ち 、 実測可能な11点 を掲載 し た ( 第43図 ). 16 と 17は査で あ る 。 と

も に外面ハ ケ 目 、 内面へ ラ ケ ズ リ 調整で 、 最大径 を胴部 中央やや上に持つ。 口 縁は16が直 口 な の に 対 し て 、

17はわずか に外反す る 。 18は丸底の重で あ る 。 直 口 口縁、 外面ハケ 目 、 内 面へ ラ ケ ズ リ 調整で 、 最大径を胴

部 中 央に持つ。 19"'21 は窪 ま た は壷の 口縁部で あ る 。 20はやや厚めの 直 口 口縁、 19 と 21 は 内 轡気味の 口縁を

持つ。 22は小型丸底査の底部で あ る 。 23は鉢型土器で あ る 。 外面ハケ 目 、 内 面へ ラ ケ ズ リ 調整で 、 口 縁 は 内

脅 し て い る 。 ま た、 体部径に 比ベて 口 径が大き く 、 口縁部の 高 さ は体部の 高 さ と ほぼ同 じで あ る 。 24"'26は

高亦の脚部の破片で あ る 。

四 区 6 号住居跡 ( 第45図 )

w区北側、 G • H - 16 ・ 17 グ リ ッ ドで確認 さ れた。 一辺約360cmで、 南東側が少 し外に張 り 出す方形の住

居跡で あ る 。 主軸 の方位は N ー 69. - E で あ る 。 埋土はやや し ま り を持つ黒褐色土で、 カ ー ボ ン粒をわずか

に 合む。 柱痕は確認で き な か っ たが、 位置関係や形状か ら 土坑Pit 1 、 Pit 2 の 2 本柱 と 考 え ら れ る 。 焼土の

集 中 は 2 か所に確認で き た。 中 央部の焼土の下か ら は土坑Pit 3 が検 出 さ れ、 炉跡 に な る 可能性が あ る が、

焼土はそれほ ど は っ き り と した形で 層 を な し て は い な か っ た。 ま た、 南側の焼土は薄 く 、 下か ら 掘 り 込みは

確認で き な か っ た。 壁際に は小坑が並ぶが、 壁の補強跡の可能性があ る 。

出 土土器はすべて土師器で、 こ の う ち 、 実測可能な 7 点 を掲載 し た。 27は聾 ま た は壷の 口 縁部で 、 外反気

味の 口 縁 を持つ。 28"'30 は鉢型土器で あ る 。 28 と 29は体部径 と 口 径は ほぼ同 じ で 、 口 縁部の 高 さ は体部の高

さ よ り 小 さ い. 口縁は28がわずか に 内脅 し、 29は直 口 口縁で あ る 。 30は内脅 し た 口縁 を持つ。 体部径に比べ

て 口 径が大 き く 、 口 縁部の 高 さ は体部の 高 さ よ り 大 き い. 31 は碗型土器で あ る 。 半 円形の体部で丸底 と 思わ

れ る 。 内面はへ ラ ミ ガキ、 外面はハ ケ 目 調整で あ る 。 32、 33は高杯の脚部で あ る 。 32は 内外面に朱塗 り を施

し 、 裾部は屈 曲 して外側に 聞 く 。 他 に ガ ラ ス 玉が 1 点 ( 第61図11 ) 出土 し て い る 。

田区 7 号住居跡 ( 第45図 )

咽 区 中 央部、 G - 20 グ リ ッ ドで確認 さ れた。 長辺280cm、 短辺240cmの小型の方形住居で あ る 。 主軸の方

位は N - 490 - Wで あ る 。 埋土 は さ ら さ ら し た し ま り の な い黒褐色土で あ る 。 確認面か ら 床面 ま で の深 さ が

非常に浅い た め 、 壁は部分的 に し か検出で き ず、 ゴ ボ ウ 穴に よ る 揖乱に よ っ て、 硬化面 も かな り 破壊 さ れた

状態で あ っ た。 柱穴 と 思わ れ る 土坑はPit 1 、 Pit 2 で、 2 本柱で は な い か と 考 え ら れ る 。 出 土土器は ほ と ん
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ど な く 、 復原で き る も の も な か っ た。

田区 8号住居跡 ( 第46図 )

vm 区 中 央部 、 G - 21 グ リ ッ ドで 確認 さ れた。 長辺420cm、 短辺400cmの方形住居で あ る 。 主軸 の 方位 は N

- 4 ' - Wで あ る 。 埋 土 は し ま り の あ る 黒褐色土で あ る 。 東側壁の張 り 出 し部分は別の住居 と の切 り 合いの

可能性があ る が、 断面や床面の高 さ か ら も 切 り 合い を確認で き な か っ た。 西側壁の ほ ぼ 中 央部 に か ま ど が あ

る 。 か な り 破壊 さ れて左側の ソ デ部のみ残存 し て い る 。 ま た、 か ま ど の 中 に は高杯 ( 35 ) が伏せた状態で 出

土 した。 柱穴 と 思われ る 土坑はPit 1 、 Pit 2 、 Pit 3 、 Pit 4 で、 4 本柱 と 考 え ら れ る 。

住居内 か ら は土師器 と 須恵器が出土 し 、 こ の う ち 、 実測可能な 4 点 を掲載 し た 。 34は土師器の曹の胴部で

外面ハケ 目 、 内面へ ラ ケ ズ リ 調整で あ る 。 35は土師器の 高杯で ほぼ完形、 か ま ど 内 に伏せ ら れ た状態で 出土

した。 亦部は深皿状で、 口 唇は外側に 聞 いて い る 。 脚柱上部は大き く 聞 き 、 裾部 と の境で 屈 曲 し て い る 。 36

は土師器の亦で あ る 。 深皿形で、 内外面 と も 研磨 さ れ、 口層はほぼ直立 し て い る 。 37は須恵器の杯で あ る 。

蓋受け の 立 ち 上が り は低 く 、 内傾 し て い る 。 底部 に はヘ ラ 記号が あ る 。 他 に 鉄製の鋤先が 1 点 ( 第61図 8 ) 

と 勾玉が 1 点 ( 第61図10 ) 出 土 し て い る 。

四区9号住居跡 ( 第47図 )

四 区 中 央部、 G - 21 グ リ ッ ド で 確認 さ れた。 長辺540cm、 短辺440cmの 方形住居で あ る 。 主軸の方位は N

- 11' - Wで あ る 。 埋土は細か く さ ら さ ら し た 黒褐色土で、 焼土お よ び カ ー ボ ン粒 を 多 く 合む。 南西部の壁

は掘 り す ぎ の た め 不 明 で あ る 。 柱穴は土坑Pit 1 、 Pit 2 、 Pit 3 、 Pit 4 で 、 4 本柱 と 考 え ら れ る が、 Pit 4 は

他の土坑に比べ る と 浅い。 東側壁の 中央部南寄 り に床面 よ り 一段高 く な っ て い る 部分があ り 、 入 り 口 施設の

跡で は な いか と 考 え ら れ る 。 西側壁 中 央 に はか ま ど が上か ら 潰 さ れた状態で確認 さ れ、 内部か ら は粘土製の

支柱が 3 点 出 土 し た ( 第59図 ) 。 か ま ど の 後 ろ 側 は ゴ ボ ウ 穴 に よ り 切 ら れてお り 、 煙道部分の構造は不明で

あ る 。 ま た、 住居内 か ら は上屋の構造材 と 思われる 炭化材が多 く 出土 し、 か ま ど の 外側部分が熱を 受 け て硬

化 して いた こ と か ら 、 こ の住居は火災を受 けた も の と 考 え ら れ る 。 ただ、 遺物の 出 土状況な ど か ら 、 住居の

廃棄後に 燃 え た 可能性 も あ る 。

出土 し た土師器 と 須恵器の う ち 、 4 点 を載せた。 38は土師器の聾の 上半部で あ る 。 外面ハケ 目 、 内 面へ ラ

ケ ズ リ 調整で、 口 縁は外反 し 、 頭部で段を なす。 39は須恵器の蓋で あ る 。 か ま ど 内部 よ り 出 土 し た 。 形 は深

皿状で 、 口 層 は ほぼ直立す る 。 外面 はヘ ラ ケ ズ リ さ れ、 斑点状の 自 然紬が付着 し て い る 。 40は土師器の蓋で

あ る 。 形は深皿状で、 口 唇部 は外反 し て い る 。 内外面 と も 研磨 さ れて い る 。 41は土師器の鉢の 上半部で あ る 。

外面ハケ 目 、 内面ヘ ラ ケ ズ リ 調整で 、 口 縁は外傾 し て い る 。

四 区 1 0号住居跡 ( 第48図 )

四 区 中 央部、 G - 20 グ リ ッ ドで 、 7 号住居跡に切 ら れた形で確認 さ れた。 長辺400cm、 短辺340cmの 方形

住居で あ る 。 主軸の方位は N - 21' - wで あ る 。 埋土は暗褐色土層で あ る が、 ゴ ボ ウ 穴 に よ る 撹乱 を か な り

受 け て い る 。 柱穴 はPit 1 、 Pit 2 で 、 2 本柱 と 考 え ら れ る 。 西側壁 ほ ぼ 中 央 に か ま ど があ る が、 撹乱に よ っ

て煙道な ど 詳 し い構造は不明で あ る 。 遺物は あ ま り 出土せず、 1 点のみ掲載 し た 。 42は壷 ま た は査の 口 縁部

で、 口 層 は 内脅 し て い る 。

田区11号住居跡 ( 第48図 )

vm区南東部、 H ・ I - 19 グ リ ッ ドで確認 さ れた。 一辺220'"'-'230cmの小型の 方形住居で、 主軸の方位はN

- 20' - E で あ る 。 埋 土 は さ ら さ ら し た し ま り の な い黒褐色土で あ る 。 南側壁の一部は他の土坑に切 ら れて

い る 。 住居内 に柱穴や炉跡 と 思われる 土坑は な か っ たが、 壁の外側 を小土坑が囲 ん で お り 、 垂木の跡 の 可能

性があ る 。 出 土土器は小片が多 く 、 復原で き る も の はな か っ た。
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四区1 2号住居跡 ( 第49図 )

VlII区南東部、 I ー 19グ リ ッ ド の 11号住居跡西側で確認 さ れた。 長軸430cm、 短軸360cmの 隅丸方形で 、 主

軸の方位は N - 34" - E で あ る 。 埋土は さ ら さ ら し た し ま り の な い黒褐色土で、 一部に 焼土が混ざ っ て い る @

柱穴はPit 1 、 Pit 2 で 、 2 本柱 と 考 え ら れ る 。 中央やや西寄 り に焼土を伴 う 土坑Pit 3 が あ り 、 炉で は な いか

と 思われ る 。 ま た、 南側壁際の 土坑Pit 4 は貯蔵穴の 可能性があ る 。

出土土器はすべて土師器で 、 こ の う ち 、 実測可能な 6 点 を掲載 した。 43は蜜の上半部で あ る 。 外面ハケ 目 、

内面へ ラ ケ ズ リ 調整で、 外傾 し た 口 縁を持つ。 44 も 壷の 口縁部で、 外傾 口 縁で あ る 。 45は鉢で あ る 。 外面ハ

ケ 目 、 内 面ヘ ラ ケ ズ リ 調整で 、 口 縁はやや外傾 し て い る 。 46、 47は小型壷の胴部、 48は査の底部で あ る 。 他

に砥石が 1 点 ( 第61 図 4 ) 出 土 し て い る 。

四 区 1 3号住居跡 ( 第50図 )

四 区 中 央部、 G ー 20 ・ 21 グ リ ッ ドで確認 さ れた。 西側部分を 9 号住居跡、 南側部分 を後世の 土坑 に よ っ て

切 ら れて い る が、 方形 に な る と 思われ る 。 主軸の方位は N - 33" - Wで あ る 。 埋土は細か く さ ら さ ら し た黒

褐色土で 、 焼土お よ び カ ー ボ ン 粒 を わずかに合む。 柱の位置、 本数は不明で あ る が、 土坑Pit 1 ま た はPit 2

が柱穴 に あ た る も の と 思われ る 。 ま た、 北西隅に はベ ッ ド状の 高 ま り があ る 。

出土土器はすべて土 師器で、 実測可能な 3 点 を掲載 した。 49は杯で あ る 。 半球状の 底部を持 ち 、 口 唇がわ

ずかに外反す る 。 50は高杯の郎部で あ る 。 下位の接合面で 屈 曲 し、 外傾 し て 立 ち 上が る 。 51は高杯の脚部で、

裾部は屈 曲 し て外側 に 聞 く 。 他 に 鉄鉱が 1 点 ( 第61図 7 ) 出土 し て い る 。

四 区 1 4号、 1 5号、 1 6号、 1 7号、 1 8号住居跡 ( 第51、 52図 )

四区北東部、 G . H ー 22 グ リ ッ ド にお い て 、 数基の住居跡が切 り 合 っ た状態で確認 さ れた。 こ の部分の調

査は切 り 合いの埋土が判別 し に く く 、 さ ら に ゴ ボ ウ 穴 に よ る 揖乱、 少雨に よ る 乾燥 も 加わ り 困難を極めた。

こ の た め 、 完掘後の壁面の状況等 も 考慮 し て、 5 基の住居跡 を想定 し、 それぞれを14号-18号住居跡 と した。

それぞれの住居跡の新 旧 関係は不明であ る 。 ま た、 出土遺物について も 、 上層の も の はそれぞれに伴 う 住居

跡が不明で あ る た め 、 一括 し て取 り 上げた。

14号住居跡は切 り 合い の 東側 に あ り 、 南西側 を18号住居跡 と 切 り 合い、 北側を 5 号溝に切 ら れて い る 。 西

側の壁は検出で き な か っ た。 全体の規模は不明で あ る が、 柱穴は土坑Pit 1 、 Pit 2 の 2 本柱で は な いか と 思

われ る 。 15号住居跡は18号住居跡の上か ら か ま ど周辺のみが検出 さ れた。 住居跡全体の規模等は不明で あ る 。

か ま どの左側 ソ デに は ソ デ石が残 る 。 ま た、 焚き 口 前方の石 も ソ デ石が抜 き 取 ら れた も の と 思われ る 。 焚 き

口 奥 に は石の 支柱が残 っ て い る 。 か ま ど 右側か ら 土師器の 査の 上半部 ( 第5 2 図 54 ) が 上 に 別 の 査の底部

( 56 ) を乗せた状態で 出 土 し た 。 切 り 合いの南側 は壁の 方 向等か ら 2 基の住居跡 を想定 し 、 西側を16号住居

跡、 東側 を17号住居跡 と し た 。 北側は18号住居跡 と 切 り 合い、 全体の規模、 柱穴等は不明で あ る 。 18号住居

跡は切 り 合いの 北東部で確認 し た 。 一辺420cmの 方形住居で 、 主軸の方位は N - 140 ー E で あ る 。 南側 を16

号、 17号住居跡 と 切 り 合い 、 北東隅 も 他の 土坑や19号住居跡 に切 ら れて い る 。 北西部、 南東部 に それぞれベ

ッ ド状の 高 ま り があ る 。 柱穴、 か ま ど等は確認で き な か っ たが、 土坑Pit 1 は貯蔵穴の 可能性が あ る 。

出土 し た 土 師器 と 須恵器の う ち 、 実測可能な12点 を載せた ( 第52図 ) 0 52は土師器の壷の 口 縁部で あ る 。

口 唇はわずか に外反 し て 、 面 を なす。 53、 54、 55は土師器の 聾の 口縁部で あ る 。 53、 54は外反 した 口唇、 55

は外傾す る 直 口 の 口縁を も っ。 56は土師器の小型丸底壷の底部で あ る 。 57は土師器の 曹の上半部で 、 直線的

な胴部 を も ち 、 頭部で 屈 曲 し て 、 外傾す る 口縁を も っ。 58は土師器の揮で あ る 。 半球状の 底部を持 ち 、 口 層

はほぼ直立す る 。 59は須恵器の停で あ る 。 蓋受けは欠損 し て い る が、 内傾 し て い る も の と 思われ る 。 60、 61

は土師器の 高杯の杯部で あ る 。 と も に 下位の接合面で 屈曲 し、 外傾 し て 立 ち 上が る が、 61は屈 曲部が稜 を な

す。 旬、 63は高部の脚部で あ る 。
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田 区 1 9号住居跡 ( 第53図 )

四区北東部の H - 22 グ リ ッ ド 、 18号住居跡の東側で確認 さ れた 。 長軸420cm、 短軸380cmの 台形で 、 主軸

の方位は N - 6 ' - Wで あ る 。 上面で の検出 が不可能で あ っ た た め 、 埋土は不明で あ る 。 北側壁中央部にか

ま ど を有す る 。 か ま ど は揖乱を受 けてお り 、 粘土が一部 しか残 っ て い な か っ た。 ま た、 焼土 も か た ま っ た状

態で は検出 さ れな か っ た。 煙道部 も 北側の 5 号溝に切 られて い る た め消 滅 し て い る 。

出 土 し た 土 師器 と 須恵器の う ち 、 実測可能な も の は 4 点で あ る ( 第53、 54図 )0 64、 65は須恵器の杯で、

と も に蓋受 け の 立 ち 上が り は低 く 、 内傾 し て い る 。 65の底部 に はへ ラ 記号が あ る 。 66は須恵器の蓋で あ る 。
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形は深皿状で 、 つ ま みを持ち、 口 層 は ほぼ直立す る 。 67は聾で あ る 。 外面ハケ 目 、 内面ヘラ ケ ズ リ 調整、 丸

底で胴部 中位 に 最大径を持つ。 頭部は段 をな して直立気味に立ち上が り 、 口 唇で外反する 。 他 に滑石製の紡

錘車が 1 点 ( 第61図 9 ) 出 土 し て い る 。

2 掘立柱建物跡

四区 1 号掘立柱建物跡 ( 第55図 )

平成 6 年度調査で 、 四区H - 19 ・ 20 グ リ ッ ドか ら 掘立柱建物跡が 1 基確認 さ れた。 一部は12号住居跡の桁

行 3 間 ( 約720cm ) x 梁行 2 間 ( 510cm ) で 、 棟方 向 は N - 4 ' - Wで 、 建物の一部は12号住居跡 を切 る 形

に な る 。 西側のPit 1 、 Pit 5 、 Pit 7 、 Pit 9 お よ び北東隅のPit 3 、 Pit 4 に は柱痕が残 っ て い た。 ま た、 柱穴

の埋土 中 よ り 、 土師器片 と 炭化物が出土 した。

10cm 

第54園 田 区 1 9号住居跡出土土器 (2)
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3 土師器 ( 第56"'58図 )

迫 ノ 上遺跡か ら 出土 し た古墳時代の土器は、 主に I 、 V 、 羽、 司、 vm区 よ り 出土 し た 。 土師器が ほ と ん ど

で、 須恵器は少な く 、 復原で き た も の は ほ と ん ど な か っ た。 ま た、 器形的 に は蜜 ・ 査が多 く 、 他 に 小型童、

小型鉢、 杯、 高部な ど が 出土 した。 こ こ では、 口縁部 と 底部 を 中 心に器形の推定が可能 な も の を30点掲載 し

た。 こ れ ら の 土器 を器種別に 見 て い き た い。 なお、 個別の 土器の計測値お よ び観察結果 に つ い て は 「出土土

師器観察表J ( 第 9 表 ) に ま と め て い る 。

輩 ・ 壷 ( 1 "' 5 、 7 "'15 ) 

窒 ・ 壷は14点掲載 した。 多 く が 口 縁部の破片のみで、 全体の器形が不明な も ので あ る が、 丸底の も の が ほ

と ん ど で あ る と 思われ る 。 器面の調整は外面ハ ケ 目 、 内面へ ラ ケズ リ の も の が多い。 口 縁は ま っ す ぐ外傾す

る も の ( 1 "' 3 、 5 、 7 ) 、 内轡す る も の ( 4 、 8 ) 、 外反す る も の ( 9 "'14 ) があ る 。 ま た、 胴部の最大径

は 中 位 に あ る も の ( 7 、 8 ) と 上位に あ る も の と に分け ら れ る 。

小型壷 ( 6 、 17 )

小型査は 2 点掲載 し た 。 いずれ も 丸底で あ る 。 6 は外面ハ ケ 目 、 内面へ ラ ケ ズ リ 調整で 、 最大径は胴部 中

位やや上 に あ る 。 頭部は途 中 で 屈 曲 して立ち上が り 気味に な る が、 口唇は外反す る 。 17は胴部の破片で、 最

大径は胴部 中 位 に あ る 。

小型鉢 ( 16、 18、 1 9 )

小型鉢は 3 点掲載 した。 16は胴部片で丸底 に な る も の と 思われ る 。 外面ハケ 目 調整で、 頭部は外傾す る 。

18は丸底で、 外傾 し た体部 を 持 ち 、 口縁は直 口 に な る 。 19は レ ン ズ状の底部 を も ち 、 体部は外に開 く が、 途

中 で 内轡 し て 立 ち 上が る 。

杯 ( 20、 21 )

杯は 2 点掲載 し た 。 20は碗形で半球状の底部を持ち、 口 層 は ほぼ直立す る 。 21 は須恵器の杯に非常に似た

器形 を持ち 、 蓋受 け は 内 傾 し て い る 。 器壁は薄 く 、 内外面 と も 研磨 さ れ、 底部に はヘ ラ 記号が あ る 。

高杯 ( 22"'30 )

高杯は 9 点掲載 し た 。 杯部は浅 く 、 下位で段 をな して外に 大 き く 開 く も の ( 22、 23 ) と 深め で 下位で稜 を

な し て 屈 曲 し、 外 に 開 く も の ( 24 ) が あ る 。 ま た、 脚部は ラ ッ パ状に外反 し な が ら 開 く も の ( 26、 27 ) と 脚

柱部 と 屈 曲 し て 開 く 裾部 を も つ も の ( 24、 28、 30 ) があ る 。

4 その他の遺物

迫 ノ 上遺跡か ら 出土 し た土器以外の古墳時代の も の と 思われ る 遺物 に は、 か ま ど の 支柱、 砥石、 鉄器、 紡

錘車、 勾玉、 ガ ラ ス玉があ る 。 一部を除い て ほ と ん ど が住居跡に伴 う 遺物であ る 。 鮮に鉄器は、 多数出土 し

たが、 腐食が激 し い も の が多 く 、 形態 を復原で き た も の は 2 点 に 留 ま っ た。 それぞれの遺物の詳 し い 内 容 に

ついて は 、 以下の と お り で あ る 。

かま ど支柱 ( 第59図 1 、 2 ) 

vm区 9 号住居跡のか ま ど の 内部 と 周辺 よ り 、 土製品が 3 点 出土 した。 いずれ も 円柱状で あ り 、 上面は丸 く 、

底面は平坦で、 中途で 屈 曲 し た 形 を し て い る 。 手づ く ねで整形 さ れた と 思われ、 表面 に は指頭痕が多数つい

てお り 、 火を受 けて硬化 し て い る 。 出土状況や形状な ど か ら 、 か ま ど 内部で蜜 を 支 え る の に使われた支柱で

あ る と 考 え ら れ る 。 3 点の う ち 1 点は、 破損が激 し く 実測不可能で あ っ たの で 、 残 り 2 点 を掲載 し た 。 1 は

底面の直径約 7 cm、 高 さ 1 1 . 8cm、 重 さ 466 . 6 g で 、 一部 を破損 し て い る が、 ほぼ原 形 を 留 め て い る 。 2 は

79 



第 3 節 古墳時代の遺構と遺物

J 

r 

J ， 

， ， 

第56園 出土土師器 (1 ) 

- 80 一

\ \  

1 0  

1 1  

O 



第E章 調査の成果

i

 

l

 

il

 

i

 

--、i

 

l

 

i

 
、、 ， ， ， ， ， ， 

〆hレ
1 6  

1 7  

\lイ

た量三�
O 1Ocm 

第57園 出土土師器 (2)

81 -



第 3 節 古墳時代の遺構と遺物

\三一] 二/ て 7 
25 

六二二L巧「 / ( \ 

24 

ごとι込\
O ヒコ 10cm 

第58図 出土土師器 (3)

第 9 表 出土土師器観察表

遺 物 111 '・ 口径 U盤径 現存粛 翻 笹 色 調 胎 士
.号 (�) {ε固} {個} 《内面} {外面} I内面} {外面}

" .. 19.2 6 .9 ナデ‘ ハ ケ 目 ナ ヂ にぷ筒掲(I0YR5/31 にぷ前掲C l0YR5/31 砂佐多量司 長石 霊峰を告む

2 1 " 17.0 7 . ' ナデ. ハ ケ 目 ー ヘヲ-tt � ナヂ、 ハ ケ 日 にぷ前艦(10Y前/3) にぷ前世(10Y町/3) 砂舵少量、 石英、 向閃石、 長石を合む

3 磁 17.6 ' . 3 ナデ ナデ 担げ "官7/6) 担(7.5四716) 砂粒少量、 石襲、 何関石、 Ø:i.iを'''，

" .. 16.8 6 . 4 ナデ‘ サtn ナデ にぷ栂" 日1171.4) に.. 積極【 IOY隔/3) 砂位阻E 石英‘ 伺閃石 量iï. 量母を合む

5 磁 15.8 ' . 6 十デ サ.t リ ナデ "ぷ前担UOYR6/31 にぷ栂(7. 5YR714) 砂粒少量 石英、 向 閃石、 量石を合む

s 磁 1 1 . 5  1 6 . 7  ナデ、 へ升1咽 リ ナヂ、 ハ ケ 臼 に..禍(7. SY陪/4) 恒(2.5Y岡崎) 砂粒多量、 向閃li司 長"‘ 曾僧を合む

7 車 16.8 17.3 ナデ、 ハ ケ 目 、 "H::t.' リ 十ヂ. ハ ケ U 担(SYR6/6) 担(SYR6/6) 砂粒多量. 1i英ー 向 閃石、 長石を合む

'1 !I! 15.4 20.' ナデ‘ へHt リ 十デ ハ ケ 日 に..檀(7.5YR1I41 にぷ置(7.5YR1I4) 小石、 砂柑多量、 石英、 角閃石ー 長石 雲母を合む

9 磁 17.4 3 .6 ナデ、 へ予げ リ ナヂ、 ハ ケ U 也前抱(7.5YR8!4) 泊費檀( lOYR8/4) 砂粒少量、 石英， 向閃石. iHi、 霊母を合む

10 盛 16.6 ' . 3 ナデ ナヂ 担(5YR6!6) 権(7.5Y陥16) 砂粒融盟、 "閃<;司 是正i、 書冊を合む

1 1 磁 15.4 5 . 7 ナデ、 ""H"' � ナヂ にぷ前置( IOYR1I4) にぷ賞褐(lOYR5!4) 小石畑 砂舵少量ー 石英ー 角関石ー 長石を企む

12 盛 18.6 ' . 3 ナデ ナデ にぷ民世OOYR6/.. 1) にぷ蹟置u日YR6/4) 砂蝕担鼠‘ 1;提‘ 角間石. JI百を合む

13 録 18.8 33.3 ，、仲，. ， ナヂ ハ ケ 日 剛l前掲u町町/6) 恒(7.5YR61副 砂位多湿. 石英、 角田石、 長石. II1fを会む

141 !11! 17 .2  24 .6 ナデ. ，，;，X' 仇 柑顕官 ナデ にぷ貨【2.5Y6/3) 抱(SYR7I8) 砂粒多鼠ー 石英幅 向問石、 長石、 書母を合む

15 蛮か聾 5.3 へラt:n F、ケ 目 にぷ恒(7.5YR7I4) 民賞掲1 l0YR4I21 " 、石‘ 砂粒多量， 石英 長石を合む

16 小型悌 ナデ ナデ‘ ハ ケ 目 民前掲( lOYR5I2) にぷ質向( IOY陪13) 砂粒少量‘ 向閃石‘ 長石‘ 霊母を合む

17 小型留孤 5 . ' ナヂ ヘ予1量- ー に』匹前担(JOYR7I4) 恒(7.5YR6/5l 砂位置量， 石英ー 長石を合む

18 小型鉢 10.0 ナヂ サ-tn怯ナヂ 担17.5\'5崎/6) 抱(7.5Y岡崎} 砂粒多量‘ 1;英 向 閃石‘ 長石を合む

19 小型鉢 10.9 5 . 6 1  7 . 2  ナデ、 ハ ケ H ナヂ、 ハ ケ 目 眼前日 5Y6/2) 由貿(2.5Y1I4) 砂粒少量ー 石英、 角閃石 長石、 露骨を合む

m 碗 15 s ナヂ ナデ、 "，�::t，' � にぷ栂C7. SYR7I4) に'"抱(7.5YR7I4) 砂粒少量‘ 石英、 角関石畑 長石. !I陪を合む

21 1 1不 1 1 . 2  4 . 1 1 "7\f t へヲ"時 ヘラ;þ' t ヘラt::t，' l} にぷ鈍阻( lOYR7/4) 抱(SYR7/8) 砂粒報量‘ 富母を合む

22 禽界 19.4 3 .3 ナヂ ナデ に..前掲(lOY防/3) にぷ抱(7.5YR6/4) 砂粒少量、 石英‘ 角関石、 長石を合む

幻 高" 18.2 ' . 2 ナヂ ナヂ に..栂(7. 5YR7I4) 由貿但( 10YR8/4) 砂粒少量 石英 角関石、 長石を*む

24 高節 18. 2 1  14.3 12.0 ナヂ、 ハ ケ 臼 ， へ'Ht � ナデ、 ハ ケ 白 ""�b' ヰ 挽前笹川口Y随14) 由貿担( !OYR8/4) 砂粒少量 石義 角閃石、 長石、 宮母を合む

25 商野 20.6 ' . 6  ナ デ ナ デ にぷ担(7. 5YR6/4) にぷ憤担( IOYR6/3) 砂粒徹量、 石英、 角閃石‘ 長石を*む

お 高野 14.0 s ナヂ ナデ 鐙(5YR6/6) にぷ債値( 101陥14) 砂値鼠量‘ 量石を合む

z1 高原 12.8 6.9 十ヂ ナヂー ハ ケ 目 にぷ檀【7.5YR7!引 担【7.5001副 砂位多量 石英‘ 角間石， 長石を合む

28 高野 お 1 1 . 9 ナヂ ナデ 但【7. 5m/'副 に..栂(7.SYR7/4) 砂粒少量、 石喪‘ 角関石ー 長石を舟む

29 荷停 ハケ 回 にぷ前置(10YR6/3) に』目前担( 10'四日/3) 砂魁多量‘ 角閃石、 長石‘ 量母を作む

.. 粛停 ナヂ ナデ にぷßl(7.5YR7I4l 踊筒惜(7.5Y閥/4) 砂粒少量‘ 石実‘ 角関石. 長石を"む
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26 

27 

焼成 悶を 附土 取上書号
区 地点

良好 附 制遮
良好 附 ..迫上回

良好 咽 G-21 剖迫'-5

良好 咽 H-21 .. 迫'-6

良好 、官 H-17 .. 迫... 却

良好 W '-2 W区D-12 22伺

良好 I t C-12 I 区[-3 437

良好 I 1 [-11 1 区，-.

良好 羽 "-21 94迫1-6 16

良好 、官 lト21 94迫'-6

良好 I I C-13 I 区'-2

良好 116 倒迫a隆士

良好 1 1 [-10 I 区E・5 115

良好 1 1 0-11 1 区Bト4

良僻 I 1 [-11 I 区，-. 町

良好 、眉 H-16 .. 迫>-6 7

a傍 附 .. 迫

良好 I 1 [-12 I 区[-3 1977

良好 W '-2 W区[-12 2270

良好 v V区�
. t:' 9'穴揖乱

良好 羽 '-20 94追H-5

良liI 、官 G-16 94i且か5 7

a.市 I ト11 1 区D-'

不良 1官 G-l1 94迫E-5 'Zl

良好 " ..'" 
良liI v H-15 V区阻-0 2442

良好 、" H-16 倒越か. .，

良好 咽 ... 例違.，・上沼

良好 \!I H-21 制退)-，
良好 v V区

備 考



底面の最大径9 . 5cm、 高 さ 15 . 0cm、 重 さ 1 ， 300 g で、 後面を破損 し て い る 。

砥石 ( 第60図 3 -第61図 6 )

第E章 調査の成果

砥石は 4 点出 土 し た 。 3 は唖区H-21 グ リ ッ ド出土で あ る 。 柱状で石灰岩 を使用 し て い る 。 長 さ 14 . 4cm、

幅6 . 7cm、 厚 さ 3 . 5cm、 重 さ 221 . 1gを 測 る 。 研磨面は端部の 1 面 と 側面 4 面の 計 5 面で、 側面はかな り 使い

込 ま れて、 中央部が磨 り 減 っ て い る 。 4 は羽区12号住居跡か ら 出土 した。 板状の砂岩の 1 面を研磨面 と し て

使用 し て い る 。 研磨面 に は敵打痕 も 残 っ てお り 、 融石 と して使用 さ れた形跡 も あ る 。 長 さ 12 . 5cm、 幅9 . 7cm、

厚 さ 5 . 3cm、 重 さ 710 . 0gを 測 る 。 5 は羽 区 3 号住居跡上層か ら 出土 した泥岩製の柱状砥石の一部で あ る 。 長

さ 7 . 5cm、 幅6 . 4cm、 厚 さ 3 . 3cm、 重 さ 144 . 6gで あ る 。 研磨面は端部の 1 面 と 側面の 3 面で、 側面はかな り

使い込 ま れて 、 中 央部が磨 り 減 っ て い る 。 6 は羽区 4 号住居跡か ら 出 土 した。 長 さ 7 . 9cm、 幅8 . 4cm、 厚 さ

2 . 6cm、 重 さ 226 . 3gで あ る 。 円盤状の砂岩の表裏 2 面 を研磨面 と し て使用 し て お り 、 表面に は断面 V 字形の

溝が 3 本あ る 。

鉄器 ( 第61図 7 、 8 ) 

住居跡か ら 出土 し た 鉄器の う ち 、 復原可能な も の は 2 点で あ っ た。 7 は鉄鉱で 13号住居跡か ら 出 土 し た 。

形態 は圭頭斧箭式で 、 先端部は三角 形 に な っ て い る 。 長 さ 8 . 4cm、 頭部の 幅2 . 0cm、 厚 さ 0 . 2cm、 重 さ 7 . 5g

で 、 先端の 一部 を 欠 損 し て い る 。 8 は鉄製の鋤先で 8 号住居跡か ら 出 土 し た 。 長 さ 13 . 5cm、 幅12 . 5cm、 重

さ 83 . 0gで あ る 。

紡錘車 ( 第61図 9 )

滑石製の紡錘車で あ る 。 四 区 19号住居跡か ら 出土 した。 直径3 . 0cm、 孔径0 . 8cm、 厚 さ 1 . lcm、 重 さ 47 . 6g

で あ る 。

勾玉 ( 第61図10 )

軟玉製で あ る 。 咽 区 8 号住居跡か ら 出 土 した。 長 さ 1 . 6cm、 最大幅0 . 8cm、 厚 さ 0 . 5cm、 重 さ 0 . 9gで 、 全

体的に調整は粗 く 、 頭部 に 径約 2 mmの 子Lが表裏両面か ら 穿孔 さ れて い る 。

ガ ラ ス 玉 ( 第61図11 )

w区 6 号住居跡か ら 出 土 し た 。 青緑色で直径0 . 5cm、 孔径0 . 15cm、 厚 さ 0 . 3cm、 重 さ O . lgを計る 。
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第 3 節 古墳時代の遺構と遺物
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第59図 そ の他の古墳時代の遺物 (1 ) 
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第E 章 調査の成果
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古墳時代の遺構 と 遺物第 3 節
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第E章 調査の成果

第4節 歴史時代の遺物

1 土器 ( 第62図 )

迫 ノ 上遺跡の 包合層か ら は古代 ・ 中 世な ど の歴史時代の 土器 も 出土 した。 こ れ ら の土器は特に咽区北東部

の H - 21 、 G - 22 グ リ ッ ドか ら 集 中 して出土 し て い る 。 こ こ で は、 復原可能な も の を 中心 に17点 を掲載 した。

こ れ ら の 土器を器種別に 見 て い き た い。 なお、 個別の土器の計測値お よ び観察結果 に つ い て は 「歴史時代土

器観察表J ( 第10表 ) に ま と め て い る 。

聾 ・ 甑 ( 1 "' 3 、 16、 17 )

1 "' 3 は費ま た は甑の 口 縁部で あ る 。 いずれ も わずか に膨 ら む胴部で 、 頭部か ら 外反 し て外 に 開 く 口 縁 を

持つ。 16、 17は把手で あ る 。

杯 ・ 碗 ( 4 '" 12 ) 

4 、 5 は杯ま た は碗の 上半部で あ る 。 いずれ も 内轡気味の体部 を持ち、 4 の 口 唇はわずか に外反す る 。 6

"'12は碗の 下半部で、 底部に は高台 を持つ。 4 と 6 は 内黒で、 内外面 と も 丁寧 な へ ラ ミ ガキが行われて い る 。

8 は底部外面、 9 は底部 内外面にヘ ラ 記号 を持つ。

皿 ( 13'"15 )  

13'" 15は皿で あ る 。

第 1 0表 歴史時代土器観察表

遺物 蹄 帽 "侵 定径 現1ft. 飼 " 色 a 胎 4 焼成 蔚葺 1ll 1: 取』 書号 伯 母
s勾 < ，・} ( CQ) ( co) ( 内 面 ) ( 外 而 ) ( 内 面 ) ( 外 面 ) 区 地点

< I II!  32.2  .1 .2 ナヂ ナデ に.\<前栂( IOYR6f.1) にぷ前栂OOYR6/4} 小石、 砂"少量 的閃�;. lHiを1>む 良M 四 十22 94迫)-5 23

21 11! 2沼 2 5 . < ナヂ ナヂ にぷ栂(7 日・R6/4) にぷ恒(7.5YR古川} 砂...盤、 石英、 向問li， 昆<iを合む 良h子 Iti 制迫'"

31 11! 19.6 5 . 3 ナヂ、 ....1tx
.

9 ナデ にぷ黄担( IOI防13) にぷ筒恒"刷附1<1 @陀多量ー 石 英 角関li 民liを1>む 良" 111 ， "ー22 94迫)-，

4 ・s 15.6 4 . 0  ヘヲ t�
.

ー "-'; .1" 札 ナヂ n-1 思 ( 7 . SY3121 値目YR6!6) 砂舵髄量‘ 角関ü 長石 宮崎を1>む 良骨子 四 日-21 ..迫l ・6

5 副 l‘ 6 3 . 4 十ヂ ナヂ 恒 ( 7 . 5YR6/61 にぷ前抱I lOYR6!4) 砂位徴量 石英、 向閃li 民<iを1>む 良W 、冒 H-21 制 迫 1 -'

6 ・s 7 . 4  '.0 へt :t' t "， :.1" t ナヂ J!I( lOYR2/!) にぷ前恒( lOYRï/�) 砂位置量、 li英， 向閃4・ 民 h を合む 良野 \D I H-21 制 迫 1 -6 2

" " 8 . 2  2 . 1 ナ デ ナヂ 抱 1 1 . 5YR6/61 にぷ恒(7.5YR7!4) 砂粒微量 ，;英 ‘ 民:(i. !l母を1\む 良・4 宙 開-21 94迫 1-'

" " 1 . 8  1 . '  へ予 ;n ナヂ へ ラ Iè号 にぷ黄阻( IOI同141 恒 ( j . 5Y臨16) 砂位少量 石英‘ 向閃"li. I Hiを1\む 良的 協 剖迫 班 十

9 硝 8 . 0  2 . 0 サ" 専 へ ラ 記 号 へ-H.t ι ナヂー へ ラ 記 号 H.1褐OOYRJ!I ) 縄民( JOYll4 ! J ) 砂位少量. 向閃ú、 長訂を1>む 良俗 附 94迫 山 ，.

10 碗 9 . 2  3 . 4 ナヂ ナヂ 挽肉恒(7.5Y胞141 自 前 抱 < 7 . SYR8f.1 ) 砂粒少量. li英、 内閲Ii 民1iを合む 良" 明!I 1 5潟 94迫5溝上層

1 1 鴎 8 . 8  3 . 8 ナヂ ナデ 附前掲1 l0YRïl6) に」目前担( IOYR7/3) 砂位祖母. ii英 向閃Ii 民liを合む EミM 咽 '-22 制ì8J-5

12 鶴 2 . 7 ナヂ ナデ にぷ担(Î.5YR6/4) 幡民(7，SYR4!U 砂靴少鼠 ú 英 角関ii. 長石を合む 良" 附 制迫 " イ上

13 阻 9.6 2 . 1 ナヂ 十ヂ に..柑抱nOYR7I4) にぷ曲栂( !OYR114) 砂純多量 h 高 "閃Ú. R:fiを1\む tH{' 沼 G-22 94迫)-5

14 I Øll 10.8 1 . 5 ナデ ナヂ 寸't" 1 にぶ前置( I倒R6/J) にぶ憤阻( lOY陥141 砂粒樟鼠‘ " 喪 "閃h 長liを合む ，'''' 附 制迫'"

15 皿 1 1 . 0  2 . 0 ナデ ナヂ に-"�檀( !OYR6!4) に"'前町( lOY日目141 砂粒徴鼠， Ji英、 " 閃 h 量liを1>" .lHf 1 10 

16 杷 手 ナ ヂ に"'曲担"日VR7I4) 砂蛇多量 /，英 向 閃 " 民Iiを1\" tミ" 1 1 I鴻 1 1((-511 

I7 担手 十ヂ ハ ケ U 措前栂(7.5Y闘1]) 砂鞄多且 ii質 向閃" 長 石 を 1\ む tHf \Il I H-21 94迫 1-6 1

巧t。。



第 4 節 歴史時代の巡物
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第E章 ま と め

第E章 ま と め
1 縄

文

時

代

迫 ノ 上遺跡か ら は、 竪穴住居跡 1 基、 集石遺構 1 基、 埋聾遺構 1 基が確認 さ れた。 本来は も っ と 多 く の遺

構が存在 し て いた も の と 思われる が、 削平な どで 消滅 した も の と 思われ る 。 特徴的な 共伴土器がな く 、 細か

い時期 を割 り 出す こ と はで き な か っ たが、 特徴な ど か ら 、 住居跡 と 埋曹は晩期、 集石は早期の も の と 思われ

る 。

一方、 包合層か ら 出土 し た縄文土器は、 早期、 中期、 後期、 晩期の も の で、 ほぼ縄文時代全体にわた っ て

い る が、 特 に 早期前半の 押型文系土器 と 後期後半か ら 晩期の 黒色磨研系の 土器が多 数 を 占 め て い る 。

押型文土器は、 木崎康弘氏の編年案に よ る と 、 早水台式~沈 目 式に あ た り 、 周辺の庵ノ 前遺跡、 古関山遺

跡の 出土押型文土器の 時期 と ほぼ一致 し て い る 。

ま た、 後期後半 と 晩期の土器は、 ほぼ三万 四式~黒川式に あ た り 、 突帯文系土器 も 数点 出 土 し て い る が、

主体を な すの は古閑式に あ た る 時期の も の と 考 え ら れ る 。

2 
古墳

時

代

古墳時代 と 思われ る 遺構は、 竪穴住居跡が羽 区か ら 4 基、 四区か ら 2 基、 四区か ら 12基の計18基、 掘立柱

建物跡が羽区か ら 1 基確認 さ れて い る 。

こ の う ち 、 l 号"""' 6 号住居跡 と 12号住居跡は、 か ま ど を持たず、 出 土す る 土器 も 土師器のみで あ る 。 一方、

8 号......，10号住居跡、 19号住居跡はか ま ど を持ち、 土師器に加 え て須恵器 も 出 土す る 。 こ の こ と か ら 、 古墳時

代の集落は、 大 き く 2 つ の 時期 に 分 け る こ と がで き る も の と 思われる 。

土師器のみの住居跡か ら 出土 し た 聾 ・ 壷は、 丸底で最大径が 中 位かやや上位に あ り 、 球形 に近い器形 を も

っ。 ま た、 小型丸底壷の 口径は、 体部径 と 同 じかやや小 さ い。 野 田 拓治氏 に よ る 中九州地方の古式土師器編

年案 を も と に見 る と 、 こ れ ら の 土師器は、 特徴な ど か ら E期に該当 し、 実年代は 4 世紀末か ら 5 世紀初頭に

位置す る も の と 考 え ら れ る 。 なお、 3 号住居跡出土の 土師器は、 複合 口 縁や外反 口 縁 な ど 、 他の か ま ど を持

た な い住居跡に比べる と 、 明確に時期差 を付 け る こ と はで き な い も の の 、 外反 口縁な ど やや新 し い要素 を持

っ て い る 。 ま た、 5 号住居跡は 3 基の炉を も っ台形状の大型住居で 、 北西部 は 削平 に よ り 消 滅 し て い る が、

長辺 9 m 、 短辺8 . 5 m を測 り 、 床面積 は約60nf近 く に な る も の と 思われ る 。 中 央部 に 3 基の炉があ り 、 東側

に は上面が硬化 し 、 回 り を小土坑が 囲 む50 X 40cmほ ど の 高 ま り が あ り 、 出 入 口 に伴 う 何 ら か の 施設の跡で

は な い か と 考 え ら れ る 。 出土 し た土師器はE期に あ た り 、 4 世紀末か ら 5 世紀初頭の も の と 思われ る が、 こ

の時期の大型住居は、 現在の と こ ろ 、 県 内 で は類例がない。

一方、 か ま ど付き 住居跡か ら 出 土 した須恵器は、 杯の蓋受 けの部分の立ち上が り が短 く 内 傾 し 、 部身にへ

ラ ケ ズ リ が行われて い る 。 ま た、 蓋はつ ま み の あ る も の と な い も の が あ る 。 つ ま み の あ る も の は天井部 に カ

キ メ 調整 と 天井部 と 体部の墳に沈線を持ち、 つ ま み の な い も の は天井部にへ ラ ケ ズ リ が行われて い る 。 こ れ

ら の特徴か ら 、 出 土須恵器は網 田 龍生氏 に よ る 古代肥後の 土器の編年案 に お け る 大江 一 2 期に 近似 し た特徴

を も っ。 大江 ー 2 期は北九州 に お け る 時期区分の N期に対応 し、 6 世紀後半 に 位置す る と 考 え ら れ る 。 ま た

共伴す る 土師器 も 球形で短かい外反 口 縁 を持つ壷な ど 、 6 世紀の特徴を持 っ てお り 、 か ま ど 付 き の 住居跡群

は ほ ぼ こ の 時期 に 位置づ け ら れ る も の と 思われ る 。 こ のか ま ど を も っ住居跡群は咽区か ら 集 中 し て 確認 さ れ

てお り 、 こ の時期の集落の 中心 は こ の部分に あ っ た も の と 思われ る 。
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3 歴史時代

掘立柱建物跡は桁行 3 間 ( 約720cm ) x 梁行 2 聞 ( 510cm ) の建物で 、 一部は12号住居跡 を切 る 形 に な る 。

時期の特定が可能 な 遺物 は 出 土 し な か っ たが、 柱穴の埋土 中 よ り 土師器片が出土 し た こ と か ら 、 古墳時代の

も の と した。

3 歴史時代

歴史時代の 遺構 と し て は、 調査区全体 よ り 7 本の溝が確認 さ れて い る 。 埋士か ら 近世の 陶磁器等が出土 し

た た め 、 ほ と ん ど は近世以 降の も の と 考 え ら れ る 。 溝は現在の筆境 に 並行す る 形で確認 さ れ る こ と が多 く 、

耕作 に 伴 っ て畑の 1 筆 1 筆 を 区画 し て い た も の と 考 え る こ と がで き る 。 ま た、 埋土 中 に道路状の硬化面が確

認 さ れた溝があ る が、 こ の こ と か ら 溝が一部埋 ま っ た時点で通路 と し て使われ て い た こ と がわ か る 。

溝以外の包合層か ら は近世以降の 陶磁器の 他 に 古代か ら 中 世 に か け ての 土器 も 出 土 し て い る 。 こ れ ら の 土

器は特に四区北東部の H - 21 、 G - 22 グ リ ッ ドか ら 集 中 し て 出 土 して い る が、 削平等 に よ り 、 対応す る よ う

な遺構は確認で き な か っ た。 しか し、 こ の部分に は古墳時代の住居跡が集 中 し て い る こ と か ら 、 以後 も 引 き

続き 、 こ の 周辺で集落が営 ま れて いた 可能性が大 き い。
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 170集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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 なお、熊本県文化財保護協会が底本を頒布している場合があります。詳しく

は熊本県文化財保護協会にお問い合わせください。 
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